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① 経営者講演会セミナーのご案内
② 確定申告個別相談会のご案内
③ 金融個別相談会のご案内
④ 事業承継、創業後の経営にお悩みの方へのご案内
⑤ 新春公演会のご案内
⑥ 金融部会セミナーのご案内
　 （世界・日本・沖縄の経済の現状と課題）
⑦ 企業PR便のご案内

⑧ 働き方改革相談会のご案内
⑨ 企業広告募集のご案内
⑩ 地方の美味集結！沖縄×東京商談会のご案内
⑪ 事業の継続・発展プランの作成セミナーのご案内
⑫ 新しいPCレンタルサービス
⑬ 社長向けセミナーのご案内（DVDプレゼント）
⑭ 那覇空港シンポジウムのご案内
⑮ 情報処理技術者試験・情報処理安全確保試験のご案内

令和2年1月1日（水）
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～１人初詣～コラム アラフォー見聞録

博物館特別展

（34人目）

………

…

34p

悪の組織の原価計算

HAISAI那覇商工会議所青年部会報 【第282号】
◎第72回 臨時総会・大望年会
◎わったー那覇めしグランプリ新聞社訪問・
　第1回 出店希望者説明会開催
◎沖縄県商工会議所 青年部 青年部連合会交流忘年会

…………………………… 38p「明星」女性会だより

消費税対策にも有効なキャッシュレス決済の活用

那覇商工会議所

43p

……… 48p

…………………………………………… 48p

◎12月女性会 定例会開催

【最終回】 キャッシュレス決済のこれから

◎沖縄県商工会議所女性会連合会理事会（県連理事会）及び沖縄大会幹事会開催
◎名幸諄子顧問が財務大臣納税表彰を受賞

◎1月・2 月スケジュール ◎12 月事務局日誌

………………………………… 44p

……………………………………… 45p快進撃企業に学べ！
離職率ゼロの社会福祉法人『雲南ひまわり福祉会』

…………………………………… 46p時代を読み解くツボ
企業間の『コラボレーション』をどう考えるか？

…………………………………………… 47p消費者のみかた
消費者につながる 5S

沖縄県立博物館・美術館 通信
手わざ ―琉球王国の文化―

…………………… 41p

………… 40p魅力あるラビリンスタウン
首里城のゲニウス・ロキ

…………………… 36p那覇商工会議所
◎（株）長堂屋ＧＲＯＵＰ
◎琉球セーフティー株式会社（営業部 係長  小橋川　智）

（代表取締役　長堂 祐磨）
会員企業紹介 Q&A

26p………………………………商工会議所の動き

08p………………………………………議員年賀広告

20p………………………………………企業年賀広告

02p…………………………………………年頭のご挨拶

◎新年宴会
◎令和元年度スイーツフェアを開催！！　～那覇の街のおいしいスイーツをめしあがれ～
◎令和元年 春・秋の叙勲・褒章、県功労者賞、沖縄タイムス賞、琉球新報賞
　受賞者合同祝賀会を開催しました
◎九州経済連合会・沖縄県経済団体会議 「沖縄連携フォーラム」を開催しました
◎「商工フェアIN美ら島エアーフェスタ２０１９」を開催しました
◎観光土産品認定・試買審査会開催 合格に１３品認定！
◎首里城再建及び周辺事業所への支援
◎年末調整・法定調書等講習会開催
◎アイデア創出実践セミナー ～IDEA SCHOOL～開催
◎「労務トラブルの事例と対策」セミナー開催

◎沖縄県知事

今月の表紙

【第6話】

わったー那覇めし
グランプリ決定戦

命をかけて削れ！モンスターの材料費

会員の窓…………………………………………………… 42p

【株式会社 OKINAWA RESORT LAB（アーチモバイル事業本部】
◎オキナワモバイルオーダー

◎会員の窓掲載募集

…………… 37p

文と絵 ＝ローゼル川田

目にも鮮やかな朱色の社が美しい神社は海外の観光客にも日本的なイメージを感じさせるスポットとして人気がある。

挑戦者出店求む！

新年を迎え、那覇市若狭の波上宮では1日深夜から多くの家族連れや友人同士が初詣に訪れ、新た
な年の目標やこの1年の幸福や無病息災を願う参拝者で賑わいをみせました。
遥か昔の沖縄の人々は、水平線の彼方に幸福な世界、理想郷「ニライカナイ」があると信じていまし
た。その「ニライカナイ」から神が訪れて、幸せをもたらしてくれる、そう祈りを捧げていた聖地の一つが
波上宮です。琉球王国時代の鎮守社で琉球八社の筆頭とされ、市民からは「なんみんさん」の名でもよ
ばれ親しまれています。また、経済の中心部でもある久茂地からも程近い場所にあるので、仕事始めの
日には、会社単位で商売繁昌を願うスーツ姿の参拝者も多く訪れます。

初詣、それぞれの願いを胸に新年のスタート！

玉城 デニー◎那覇商工会議所会頭 石嶺 伝一郎

◎内閣府沖縄総合事務局長 吉住 啓作◎那覇市長 城間 幹子

◎日本商工会議所会頭 三村 明夫

1
解き明かされる手わざ。  蘇る琉球の美琉球王国文化遺産集積・再興事業

【波上宮】

東シナ海を望む隆起サンゴ礁の断崖に立つ波上宮

良縁のパワースポットとしても知られる波上宮。
ご利益もあるということで、県内外から女性の参
拝者も多い。
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い
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い
、
い
い
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ー
ぐ
ゎ

ち
で
ー
び
る

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
気
持

ち
も
新
た
に
、
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
へ
の
経
営
支
援

等
、
地
域
の
商
工
業
振
興
に
尽

力
さ
れ
、
県
経
済
の
発
展
に
大

き
く
寄
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
11
月
に
は
、
全
国
商

工
会
議
所
観
光
振
興
大
会
が
本

県
で
開
催
さ
れ
る
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。
本
大
会
が
、
県
内
産

業
の
よ
り
一
層
の
振
興
発
展
に

つ
な
が
る
と
と
も
に
、
沖
縄
の

魅
力
を
全
国
へ
発
信
し
、
新
た

な
交
流
・
連
携
の
輪
を
広
げ
る

場
と
な
り
ま
す
こ
と
を
御
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

　
沖
縄
県
と
し
ま
し
て
は
、
今

後
と
も
﹁
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
﹂
に
基
づ
き
、
希
望
と
活
力

に
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
島
の
実
現

に
向
け
て
、
地
域
生
活
を
支
え

る
各
種
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
総
合
的
な
支
援
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
昨
年
焼
失
し

た
首
里
城
の
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
並
び
に
周
辺
事
業
者
の
皆

様
の
経
営
支
援
な
ど
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

す
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
引
き
続
き
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
更
な
る

発
展
の
た
め
、
お
力
添
え
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
那
覇
商
工
会
議
所

並
び
に
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て

本
年
が
明
る
く
希
望
に
満
ち
た

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　
く
と
ぅ
し
ん
、
ゆ
た
さ
る
ぐ

と
ぅ
、
う
に
げ
ー
さ
び
ら

令
和
二
年
元
旦

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

沖縄県知事

玉城　デニー

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
２
年
の

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
謹

ん
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
11
月
、
那
覇
商
工
会
議

所
会
頭
に
再
任
さ
れ
、
２
期
目

の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は
、
平
素

よ
り
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
世
界
遺
産
﹁
首
里
城
﹂

の
火
災
は
、
沖
縄
県
民
の
み
な

ら
ず
、
日
本
中
、
世
界
中
の
多

く
の
皆
さ
ま
が
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
心
を
痛
め
て
お
り
ま
す
。
沖

縄
の
シ
ン
ボ
ル
、
県
民
の
心
の

拠
り
所
で
あ
る
首
里
城
は
、
歴

史
、
文
化
的
価
値
だ
け
で
な
く
、

県
経
済
を
牽
引
す
る
観
光
産
業

に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な
施

設
で
あ
り
ま
す
。
地
元
の
商
工

会
議
所
で
あ
る
那
覇
商
工
会
議

所
は
、
一
日
も
早
い
首
里
城
再

建
に
向
け
、
会
員
か
ら
支
援
金

を
募
る
と
と
も
に
、
特
別
相
談

窓
口
の
設
置
及
び
相
談
会
を
開

催
し
、
首
里
城
周
辺
店
舗
等
の

経
営
支
援
や
再
建
完
了
ま
で
の

誘
客
対
策
な
ど
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
県
経
済
は
観
光
業
を
中
心
に

好
調
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
が
、

人
手
不
足
や
人
件
費
の
高
騰
、

後
継
者
不
在
な
ど
が
中
小
企
業

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
那
覇
商
工
会
議

所
と
し
て
も
引
き
続
き
、
中
小

企
業
の
生
産
性
向
上
や
働
き
方

改
革
等
を
積
極
的
に
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
来
る
３
月
に
は
、
県

民
待
望
の
那
覇
空
港
第
二
滑
走

路
が
供
用
開
始
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
観
光
客
の
一
層

の
増
加
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
方
で
、

増
加
す
る
航
空
需
要
に
対
応
し
、

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
や
駐
機

場
、
駐
車
場
並
び
に
二
次
交
通

の
整
備
な
ど
、
那
覇
空
港
の
機

能
拡
張
整
備
が
最
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
同
時
に
、
沖
縄
の
海
の

玄
関
口
と
な
る
那
覇
港
に
つ
き

ま
し
て
も
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄

港
や
取
扱
貨
物
量
の
増
加
等
に

対
応
す
る
た
め
の
施
設
整
備
、

那
覇
港
湾
施
設
︵
米
軍
施
設
︶

の
早
期
移
設
、
並
び
に
空
港
と

市
街
地
に
隣
接
す
る
立
地
特
性

を
活
か
し
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
開
発
を
進
め
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。
海
と

空
の
要
衝
と
な
る
那
覇
か
ら
浦

添
に
か
け
て
の
西
海
岸
地
域
の

一
体
的
な
整
備
は
、
県
経
済
発

石嶺 伝一郎

那覇商工会議所
職員一同

展
の
起
爆
剤
と
し
て
、
経
済
界
を

挙
げ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　﹁
令
和
﹂
と
い
う
新
た
な
時
代
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
那
覇
商
工
会

議
所
は
、
県
経
済
を
支
え
る
中
小
・

小
規
模
企
業
の
成
長
、
並
び
に
県

経
済
の
振
興
発
展
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
会
員
各
位
の
ご
発
展

と
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
二
年
元
旦

那覇市商工会議所 会頭
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は
い
さ
い
、
い
い
そ
ー
ぐ
ゎ

ち
で
ー
び
る

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
気
持

ち
も
新
た
に
、
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
へ
の
経
営
支
援

等
、
地
域
の
商
工
業
振
興
に
尽

力
さ
れ
、
県
経
済
の
発
展
に
大

き
く
寄
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
11
月
に
は
、
全
国
商

工
会
議
所
観
光
振
興
大
会
が
本

県
で
開
催
さ
れ
る
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。
本
大
会
が
、
県
内
産

業
の
よ
り
一
層
の
振
興
発
展
に

つ
な
が
る
と
と
も
に
、
沖
縄
の

魅
力
を
全
国
へ
発
信
し
、
新
た

な
交
流
・
連
携
の
輪
を
広
げ
る

場
と
な
り
ま
す
こ
と
を
御
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

　
沖
縄
県
と
し
ま
し
て
は
、
今

後
と
も
﹁
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
﹂
に
基
づ
き
、
希
望
と
活
力

に
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
島
の
実
現

に
向
け
て
、
地
域
生
活
を
支
え

る
各
種
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
総
合
的
な
支
援
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
昨
年
焼
失
し

た
首
里
城
の
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
並
び
に
周
辺
事
業
者
の
皆

様
の
経
営
支
援
な
ど
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

す
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
引
き
続
き
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
更
な
る

発
展
の
た
め
、
お
力
添
え
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
那
覇
商
工
会
議
所

並
び
に
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て

本
年
が
明
る
く
希
望
に
満
ち
た

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　
く
と
ぅ
し
ん
、
ゆ
た
さ
る
ぐ

と
ぅ
、
う
に
げ
ー
さ
び
ら

令
和
二
年
元
旦

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

沖縄県知事

玉城　デニー

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
２
年
の

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
謹

ん
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
11
月
、
那
覇
商
工
会
議

所
会
頭
に
再
任
さ
れ
、
２
期
目

の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は
、
平
素

よ
り
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
世
界
遺
産
﹁
首
里
城
﹂

の
火
災
は
、
沖
縄
県
民
の
み
な

ら
ず
、
日
本
中
、
世
界
中
の
多

く
の
皆
さ
ま
が
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
心
を
痛
め
て
お
り
ま
す
。
沖

縄
の
シ
ン
ボ
ル
、
県
民
の
心
の

拠
り
所
で
あ
る
首
里
城
は
、
歴

史
、
文
化
的
価
値
だ
け
で
な
く
、

県
経
済
を
牽
引
す
る
観
光
産
業

に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な
施

設
で
あ
り
ま
す
。
地
元
の
商
工

会
議
所
で
あ
る
那
覇
商
工
会
議

所
は
、
一
日
も
早
い
首
里
城
再

建
に
向
け
、
会
員
か
ら
支
援
金

を
募
る
と
と
も
に
、
特
別
相
談

窓
口
の
設
置
及
び
相
談
会
を
開

催
し
、
首
里
城
周
辺
店
舗
等
の

経
営
支
援
や
再
建
完
了
ま
で
の

誘
客
対
策
な
ど
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
県
経
済
は
観
光
業
を
中
心
に

好
調
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
が
、

人
手
不
足
や
人
件
費
の
高
騰
、

後
継
者
不
在
な
ど
が
中
小
企
業

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
那
覇
商
工
会
議

所
と
し
て
も
引
き
続
き
、
中
小

企
業
の
生
産
性
向
上
や
働
き
方

改
革
等
を
積
極
的
に
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
来
る
３
月
に
は
、
県

民
待
望
の
那
覇
空
港
第
二
滑
走

路
が
供
用
開
始
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
観
光
客
の
一
層

の
増
加
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
方
で
、

増
加
す
る
航
空
需
要
に
対
応
し
、

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
や
駐
機

場
、
駐
車
場
並
び
に
二
次
交
通

の
整
備
な
ど
、
那
覇
空
港
の
機

能
拡
張
整
備
が
最
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
同
時
に
、
沖
縄
の
海
の

玄
関
口
と
な
る
那
覇
港
に
つ
き

ま
し
て
も
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄

港
や
取
扱
貨
物
量
の
増
加
等
に

対
応
す
る
た
め
の
施
設
整
備
、

那
覇
港
湾
施
設
︵
米
軍
施
設
︶

の
早
期
移
設
、
並
び
に
空
港
と

市
街
地
に
隣
接
す
る
立
地
特
性

を
活
か
し
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
開
発
を
進
め
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。
海
と

空
の
要
衝
と
な
る
那
覇
か
ら
浦

添
に
か
け
て
の
西
海
岸
地
域
の

一
体
的
な
整
備
は
、
県
経
済
発

石嶺 伝一郎

那覇商工会議所
職員一同

展
の
起
爆
剤
と
し
て
、
経
済
界
を

挙
げ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　﹁
令
和
﹂
と
い
う
新
た
な
時
代
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
那
覇
商
工
会

議
所
は
、
県
経
済
を
支
え
る
中
小
・

小
規
模
企
業
の
成
長
、
並
び
に
県

経
済
の
振
興
発
展
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
会
員
各
位
の
ご
発
展

と
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
二
年
元
旦

那覇市商工会議所 会頭
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令
和
２
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
沖
縄
に
と
っ
て
極
め

て
重
要
な
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
ま

た
、
県
民
の
誇
り
と
も
い
え
る
首

里
城
が
火
災
で
焼
失
す
る
と
い
う

残
念
な
出
来
事
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
沖
縄
総
合
事
務
局
と
い
た
し

ま
し
て
は
、﹁
首
里
城
復
元
に
向

け
た
技
術
検
討
委
員
会
﹂
を
設
置

し
、
沖
縄
県
や
関
係
機
関
等
と
連

携
の
上
、
再
建
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
沖
縄
経
済
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
度
の
入
域
観
光
客
数
が
１
０
０

０
万
人
を
超
え
、
そ
の
後
も
前
年
を

上
回
る
傾
向
が
続
き
、
雇
用
情
勢
も

改
善
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
労
働
生
産
性
の
低
さ
、

経
営
者
の
高
齢
化
、
人
手
不
足
と

い
っ
た
県
経
済
が
抱
え
る
問
題
が
顕

在
化
し
て
お
り
、
ま
た
、
本
年
４
月

か
ら
は
、
中
小
企
業
に
対
し
て
も
、

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
、
働
き
方
改
革
へ
の

対
応
は
避
け
て
通
れ
な
い
経
営
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
当
局
に
お
い
て
は
、

事
業
承
継
・
創
業
等
に
よ
る
新
陳
代

謝
の
促
進
や
生
産
性
向
上
・
働
き
方

改
革
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
本
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
控

え
る
中
、
３
月
に
は
那
覇
空
港
第
二

滑
走
路
が
供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。
ア

ジ
ア
の
中
心
で
あ
る
沖
縄
の
強
み

を
生
か
し
た
国
際
物
流
や
、
ス

ポ
ー
ツ
、
健
康
産
業
、Ｉ
Ｔ
等
の

沖
縄
型
成
長
産
業
の
振
興
に
も
さ

ら
に
力
を
入
れ
、
引
き
続
き
沖
縄

経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
貴
商
工
会
議
所
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
県
都
那
覇
市
を
代
表
す
る

経
済
団
体
と
し
て
、
引
き
続
き
御

活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
御
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
た
な
年
が
貴
会
議

所
及
び
会
員
の
皆
様
方
に
と
っ
て

輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
御
活
躍

と
御
発
展
を
祈
念
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

令
和
二
年
元
旦

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

内閣府沖縄総合事務局長

吉住  啓作
那覇市長

城間 幹子

　
は
い
た
い
、
ぐ
す
ー
よ
ー
い

い
そ
ー
ぐ
ゎ
ち
で
ー
び
る

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
県
内
の
経
済
状
況
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
産
業
の
観
光
業
に
お
い
て

は
、
航
空
路
線
の
拡
充
等
に
よ

り
、
平
成
30
年
度
に
初
め
て

1
0
0
0
万
人
を
突
破
し
、
昨

年
度
上
半
期
の
入
域
観
光
客
数

も
5
3
4
万
8 

6
0
0
人
で
過

去
最
高
を
更
新
す
る
な
ど
、
引

き
続
き
好
調
に
推
移
し
て
い
ま

す
。
ま
た
こ
の
間
、
雇
用
や
所

得
情
勢
も
改
善
し
、
個
人
消
費

も
堅
調
に
推
移
す
る
な
ど
、
景

気
拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
会
員
の

皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も

本
県
商
工
業
の
さ
ら
な
る
成
長

と
地
域
の
一
層
の
発
展
の
原
動

力
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
め
ざ
す

ま
ち
の
姿
の
ひ
と
つ
と
し
て
﹁
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
が
集
い
、
育
ち
、

ひ
ろ
が
る
　
万
国
津
梁
の
ま
ち

　
N
A
H
A
﹂
を
位
置
づ
け
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
働
く
力
を

さ
ら
に
発
揮
で
き
る
労
働
環
境

を
整
え
、
地
域
経
済
の
活
性
化

な
ら
び
に
市
民
の
皆
様
の
豊
か

な
生
活
の
実
現
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
10
月
に
は
、
沖

縄
に
と
っ
て
象
徴
的
な
存
在
で

あ
る
首
里
城
が
焼
失
す
る
と
い

う
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
県

民
、
市
民
を
は
じ
め
全
国
か
ら

も
多
く
の
皆
様
の
善
意
や
励
ま

し
の
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

本
市
と
し
ま
し
て
も
国
や
県
と

も
連
携
し
再
建
に
向
け
全
力
を

あ
げ
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
結
び
に
、
那
覇
商
工
会
議
所

の
更
な
る
ご
繁
栄
と
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
年
頭

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
二
年
元
旦

,

令
和
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
、

沖
縄
の
持
続
的
な
経
済
発
展
を
目
指
し
て
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令
和
２
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
沖
縄
に
と
っ
て
極
め

て
重
要
な
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
ま

た
、
県
民
の
誇
り
と
も
い
え
る
首

里
城
が
火
災
で
焼
失
す
る
と
い
う

残
念
な
出
来
事
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
沖
縄
総
合
事
務
局
と
い
た
し

ま
し
て
は
、﹁
首
里
城
復
元
に
向

け
た
技
術
検
討
委
員
会
﹂
を
設
置

し
、
沖
縄
県
や
関
係
機
関
等
と
連

携
の
上
、
再
建
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
沖
縄
経
済
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
度
の
入
域
観
光
客
数
が
１
０
０

０
万
人
を
超
え
、
そ
の
後
も
前
年
を

上
回
る
傾
向
が
続
き
、
雇
用
情
勢
も

改
善
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
労
働
生
産
性
の
低
さ
、

経
営
者
の
高
齢
化
、
人
手
不
足
と

い
っ
た
県
経
済
が
抱
え
る
問
題
が
顕

在
化
し
て
お
り
、
ま
た
、
本
年
４
月

か
ら
は
、
中
小
企
業
に
対
し
て
も
、

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
、
働
き
方
改
革
へ
の

対
応
は
避
け
て
通
れ
な
い
経
営
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
当
局
に
お
い
て
は
、

事
業
承
継
・
創
業
等
に
よ
る
新
陳
代

謝
の
促
進
や
生
産
性
向
上
・
働
き
方

改
革
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
本
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
控

え
る
中
、
３
月
に
は
那
覇
空
港
第
二

滑
走
路
が
供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。
ア

ジ
ア
の
中
心
で
あ
る
沖
縄
の
強
み

を
生
か
し
た
国
際
物
流
や
、
ス

ポ
ー
ツ
、
健
康
産
業
、Ｉ
Ｔ
等
の

沖
縄
型
成
長
産
業
の
振
興
に
も
さ

ら
に
力
を
入
れ
、
引
き
続
き
沖
縄

経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
貴
商
工
会
議
所
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
県
都
那
覇
市
を
代
表
す
る

経
済
団
体
と
し
て
、
引
き
続
き
御

活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
御
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
た
な
年
が
貴
会
議

所
及
び
会
員
の
皆
様
方
に
と
っ
て

輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
御
活
躍

と
御
発
展
を
祈
念
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

令
和
二
年
元
旦

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

内閣府沖縄総合事務局長

吉住  啓作
那覇市長

城間 幹子

　
は
い
た
い
、
ぐ
す
ー
よ
ー
い

い
そ
ー
ぐ
ゎ
ち
で
ー
び
る

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
県
内
の
経
済
状
況
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
産
業
の
観
光
業
に
お
い
て

は
、
航
空
路
線
の
拡
充
等
に
よ

り
、
平
成
30
年
度
に
初
め
て

1
0
0
0
万
人
を
突
破
し
、
昨

年
度
上
半
期
の
入
域
観
光
客
数

も
5
3
4
万
8 

6
0
0
人
で
過

去
最
高
を
更
新
す
る
な
ど
、
引

き
続
き
好
調
に
推
移
し
て
い
ま

す
。
ま
た
こ
の
間
、
雇
用
や
所

得
情
勢
も
改
善
し
、
個
人
消
費

も
堅
調
に
推
移
す
る
な
ど
、
景

気
拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
会
員
の

皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も

本
県
商
工
業
の
さ
ら
な
る
成
長

と
地
域
の
一
層
の
発
展
の
原
動

力
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
め
ざ
す

ま
ち
の
姿
の
ひ
と
つ
と
し
て
﹁
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
が
集
い
、
育
ち
、

ひ
ろ
が
る
　
万
国
津
梁
の
ま
ち

　
N
A
H
A
﹂
を
位
置
づ
け
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
働
く
力
を

さ
ら
に
発
揮
で
き
る
労
働
環
境

を
整
え
、
地
域
経
済
の
活
性
化

な
ら
び
に
市
民
の
皆
様
の
豊
か

な
生
活
の
実
現
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
10
月
に
は
、
沖

縄
に
と
っ
て
象
徴
的
な
存
在
で

あ
る
首
里
城
が
焼
失
す
る
と
い

う
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
県

民
、
市
民
を
は
じ
め
全
国
か
ら

も
多
く
の
皆
様
の
善
意
や
励
ま

し
の
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

本
市
と
し
ま
し
て
も
国
や
県
と

も
連
携
し
再
建
に
向
け
全
力
を

あ
げ
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
結
び
に
、
那
覇
商
工
会
議
所

の
更
な
る
ご
繁
栄
と
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
年
頭

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
二
年
元
旦

,

令
和
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
、

沖
縄
の
持
続
的
な
経
済
発
展
を
目
指
し
て
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
11
月
の
臨
時
会
員

総
会
に
お
い
て
、
各
地
商
工
会
議

所
の
皆
様
の
ご
推
挙
を
得
て
日
本

商
工
会
議
所
会
頭
に
再
任
さ
れ
、

日
商
会
頭
と
し
て
３
期
目
の
新
年

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

各
地
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も

新
体
制
の
下
、
清
々
し
く
新
年
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
国
内
外
と
も
に

実
に
多
く
の
動
き
が
あ
り
ま
し

た
。

　
わ
が
国
で
は
30
年
ぶ
り
の
御
代

替
わ
り
を
経
て
﹁
令
和
﹂
時
代
の

幕
が
開
き
、
大
変
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
、
５
年
ぶ
り
の
消
費
税
率

引
き
上
げ
等
、
重
要
な
出
来
事
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。
一
方
で
、
台
風

等
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
も
広

範
囲
か
つ
甚
大
な
も
の
と
な
り
、

い
ま
だ
影
響
の
残
る
被
災
地
の
皆

様
に
は
、
改
め
て
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
世
界
で
は
、
長
期
化
す
る
米
中

対
立
、
不
安
定
な
中
東
情
勢
、
ブ

レ
グ
ジ
ッ
ト
問
題
、
香
港
問
題
、

日
韓
関
係
の
悪
化
等
、
数
々
の
混

乱
が
生
じ
、
そ
の
出
口
を
模
索
し

続
け
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
わ
が
国
の
経
済
情
勢
に
目
を
転

じ
れ
ば
、
個
人
消
費
に
は
い
ま
だ

力
強
さ
を
欠
く
も
の
の
、
米
中
摩

擦
等
の
影
響
も
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
限
定
的
で
あ
り
、
民
間
投
資
は

引
き
続
き
底
堅
く
、
日
本
経
済
は

潜
在
成
長
率
並
み
の
１
％
程
度
の

緩
や
か
な
拡
大
を
続
け
て
い
ま

す
。
本
年
は
、
い
よ
い
よ
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
東
京
お
よ

び
全
国
各
地
の
魅
力
と
と
も
に
、

東
日
本
大
震
災
等
か
ら
復
興
し
た

日
本
の
姿
を
、
全
世
界
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、

ぜ
ひ
と
も
こ
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

に
よ
る
効
果
を
全
国
津
々
浦
々
に

波
及
さ
せ
、
日
本
全
体
が
元
気
に

な
れ
る
１
年
に
な
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
わ
が
国
の
経
済
は
多
く

の
課
題
も
抱
え
て
お
り
ま
す
。
人

口
減
少
や
高
齢
化
等
の
日
本
社
会

の
構
造
変
化
を
背
景
に
、
年
々
深

刻
化
す
る
人
手
不
足
、
経
営
者
の

高
齢
化
等
に
よ
る
廃
業
の
増
加
、

地
方
の
疲
弊
等
が
、
日
本
経
済
の

さ
ら
な
る
成
長
の
足
か
せ
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
日
本
の
抱

え
る
構
造
的
課
題
は
、
立
場
の
弱

い
中
小
企
業
の
経
営
課
題
と
し
て

最
も
早
く
顕
在
化
し
て
き
て
お

り
、
大
企
業
と
の
利
益
率
格
差
は

年
々
拡
大
し
、
ま
た
賃
金
も
毎
年

上
昇
す
る
中
で
、
労
働
分
配
率
は

大
企
業
の
40
％
台
に
対
し
、
中
小

企
業
で
は
70
％
台
に
達
し
て
い
ま

す
。
従
っ
て
、
生
産
性
の
向
上
や

取
引
価
格
の
適
正
化
等
を
通
じ
た

付
加
価
値
の
向
上
な
く
し
て
、
中

小
企
業
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生

き
抜
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
危
機
感
の
下
、
私
は

昨
年
11
月
、
会
頭
再
任
時
の
所
信

に
お
い
て
﹁
中
小
企
業
の
強
化
を

通
じ
て
日
本
の
成
長
す
る
力
を
育

て
る
﹂﹁
地
域
の
活
性
化
﹂
を
活

動
の
二
本
柱
と
す
る
今
期
の
取
り

組
み
を
表
明
い
た
し
ま
し
た
。

　
中
小
企
業
は
わ
が
国
経
済
の
基

盤
で
あ
り
ま
す
。
日
本
全
体
の
雇

用
の
約
７
割
、
付
加
価
値
の
約
５

割
を
生
み
出
し
て
い
る
中
小
企
業

の
強
化
な
く
し
て
、
わ
が
国
の
持

続
的
な
経
済
成
長
は
あ
り
得
ま
せ

ん
。
所
信
で
は
、

　
ひ
っ
迫
す
る
人
手
不
足
と
デ
ジ

　
タ
ル
社
会
の
到
来
に
あ
っ
て
、

　
い
ま
だ
﹁
発
火
点
﹂
に
達
し
て

　
い
な
い
中
小
企
業
へ
の
﹁
Ｉ
Ｔ

　
導
入
﹂
と
﹁
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

　
実
装
化
﹂
を
急
ぎ
、
生
産
性
向

　
上
と
付
加
価
値
向
上
を
同
時
に

　
実
現
す
る
こ
と
、

　
来
る
﹁
大
事
業
承
継
時
代
﹂
を

　
変
革
と
創
造
の
好
機
と
捉
え
、

　﹁
事
業
承
継
の
加
速
化
﹂
で
価

　
値
あ
る
事
業
と
技
術
を
次
世
代

　
へ
承
継
し
、﹁
起
業
・
創
業
の

　
活
性
化
﹂
で
ビ
ジ
ネ
ス
全
体
の

　
新
陳
代
謝
を
促
す
こ
と
、

　
取
引
価
格
の
適
正
化
と
と
も  

　
に
、
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上

　
を
大
企
業
が
積
極
的
に
支
援
す

　
る
﹁
大
企
業
と
中
小
企
業
の
新

　
し
い
共
存
共
栄
関
係
の
構
築
﹂

　
に
よ
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

　
全
体
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し

　
て
い
く
こ
と
、
を
わ
が
国
経
済

　
全
体
の
発
展
・
強
化
の
た
め
の

　
最
重
要
の
取
り
組
み
と
し
て
掲

　
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、﹁
地
域
の
活
性
化
﹂
で
は
、

各
地
域
が
そ
の
魅
力
を
活
か
し
、

他
地
域
と
も
連
携
し
て
所
得
向
上

に
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
域
横
断
で
の
広
域
連
携
を
軸
と

し
た
﹁
観
光
振
興
﹂
と
﹁
農
商
工

連
携
﹂
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、
地

域
の
独
自
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め
た

域
外
需
要
を
取
り
込
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光
振

興
や
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
支

え
、
こ
れ
を
加
速
化
す
る
ス
ト
ッ

ク
効
果
の
高
い
社
会
資
本
整
備

や
、
近
年
頻
発
す
る
大
規
模
自
然

災
害
に
耐
え
得
る
国
土
強
靭
化
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
政
府
に
対

し
て
積
極
的
な
働
き
掛
け
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
目
標
を
実
現
さ
せ
る

上
で
、
わ
れ
わ
れ
商
工
会
議
所
は

本
年
も
﹁
現
場
主
義
﹂
と
﹁
双
方

向
主
義
﹂
を
さ
ら
に
徹
底
し
、
現

場
の
声
を
、
各
種
の
規
制
・
制
度

改
革
、
持
続
可
能
な
全
世
代
型
社

会
保
障
制
度
の
構
築
、
中
小
企
業

対
策
等
を
実
現
す
る
政
策
提
言
に

活
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
商
工
会
議
所
の
強
み
は
、
全

国
５
１
５
商
工
会
議
所
、
１
２
４

万
会
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
具
体
的
・
個
別
的
な
課
題
を

は
っ
き
り
と
認
識
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
そ
の
強
み
を
活
か
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
必
要
と
さ
れ
、

選
ば
れ
る
組
織
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
は
、
地
域
の
多
様
な
主
体
と

連
携
協
働
を
図
り
つ
つ
、
商
工
会

議
所
自
身
も
、
時
代
の
要
請
に

合
っ
た
進
化
と
変
革
を
遂
げ
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
折
し
も
、
商
工
会
議
所
の
創
始

者
で
あ
る
渋
沢
栄
一
翁
が
、
２
０

２
１
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の

主
人
公
や
、
新
１
万
円
札
の
顔
と

な
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。﹁
企

業
は
利
益
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
同
時
に
、
公
益
に
つ
い
て

も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両

者
は
高
い
次
元
で
両
立
す
る
﹂
と

い
う
渋
沢
翁
の
理
念
は
、
商
工
会

議
所
の
活
動
理
念
そ
の
も
の
で
あ

り
、
現
代
に
お
い
て
こ
そ
広
め
る

価
値
が
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
の
機
に
渋
沢
翁
の
理
念
を
改
め

て
共
有
し
、
大
企
業
と
中
小
企
業
、

都
市
と
地
方
が
共
に
輝
き
、
日
本

経
済
の
持
続
的
成
長
を
さ
ら
に
後

押
し
で
き
る
よ
う
、
本
年
も
皆
様

と
共
に
全
力
を
尽
く
し
て
取
り
組

む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

令
和
２
年
元
旦

三
村
明
夫
会
頭 
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年
頭
所
感

日本商工会議所
会頭

三村 明夫

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
11
月
の
臨
時
会
員

総
会
に
お
い
て
、
各
地
商
工
会
議

所
の
皆
様
の
ご
推
挙
を
得
て
日
本

商
工
会
議
所
会
頭
に
再
任
さ
れ
、

日
商
会
頭
と
し
て
３
期
目
の
新
年

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

各
地
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も

新
体
制
の
下
、
清
々
し
く
新
年
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
国
内
外
と
も
に

実
に
多
く
の
動
き
が
あ
り
ま
し

た
。

　
わ
が
国
で
は
30
年
ぶ
り
の
御
代

替
わ
り
を
経
て
﹁
令
和
﹂
時
代
の

幕
が
開
き
、
大
変
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
、
５
年
ぶ
り
の
消
費
税
率

引
き
上
げ
等
、
重
要
な
出
来
事
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。
一
方
で
、
台
風

等
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
も
広

範
囲
か
つ
甚
大
な
も
の
と
な
り
、

い
ま
だ
影
響
の
残
る
被
災
地
の
皆

様
に
は
、
改
め
て
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
世
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は
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期
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す
る
米
中

対
立
、
不
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中
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情
勢
、
ブ

レ
グ
ジ
ッ
ト
問
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香
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問
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、
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数
々
の
混
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じ
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出
口
を
模
索
し

続
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た
１
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で
あ
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。
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転
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だ

力
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さ
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の
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中
摩

擦
等
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影
響
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こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
限
定
的
で
あ
り
、
民
間
投
資
は

引
き
続
き
底
堅
く
、
日
本
経
済
は

潜
在
成
長
率
並
み
の
１
％
程
度
の

緩
や
か
な
拡
大
を
続
け
て
い
ま

す
。
本
年
は
、
い
よ
い
よ
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
東
京
お
よ

び
全
国
各
地
の
魅
力
と
と
も
に
、

東
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本
大
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災
等
か
ら
復
興
し
た
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姿
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ピ
ー

ル
で
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絶
好
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機
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あ
り
、

ぜ
ひ
と
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ビ
ッ
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イ
ベ
ン
ト
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津
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浦
々
に

波
及
さ
せ
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本
全
体
が
元
気
に
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１
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に
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る
こ
と
を
切
に

願
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て
お
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ま
す
。
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題
も
抱
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お
り
ま
す
。
人

口
減
少
や
高
齢
化
等
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社
会
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構
造
変
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、
年
々
深

刻
化
す
る
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不
足
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者
の

高
齢
化
等
に
よ
る
廃
業
の
増
加
、
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、
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の

さ
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な
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お
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台
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向
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て
、
中

小
企
業
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生

き
抜
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
危
機
感
の
下
、
私
は

昨
年
11
月
、
会
頭
再
任
時
の
所
信

に
お
い
て
﹁
中
小
企
業
の
強
化
を

通
じ
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日
本
の
成
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す
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力
を
育

て
る
﹂﹁
地
域
の
活
性
化
﹂
を
活

動
の
二
本
柱
と
す
る
今
期
の
取
り

組
み
を
表
明
い
た
し
ま
し
た
。

　
中
小
企
業
は
わ
が
国
経
済
の
基

盤
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あ
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す
。
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価
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約
５

割
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生
み
出
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中
小
企
業

の
強
化
な
く
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て
、
わ
が
国
の
持

続
的
な
経
済
成
長
は
あ
り
得
ま
せ

ん
。
所
信
で
は
、

　
ひ
っ
迫
す
る
人
手
不
足
と
デ
ジ

　
タ
ル
社
会
の
到
来
に
あ
っ
て
、

　
い
ま
だ
﹁
発
火
点
﹂
に
達
し
て

　
い
な
い
中
小
企
業
へ
の
﹁
Ｉ
Ｔ

　
導
入
﹂
と
﹁
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

　
実
装
化
﹂
を
急
ぎ
、
生
産
性
向

　
上
と
付
加
価
値
向
上
を
同
時
に

　
実
現
す
る
こ
と
、

　
来
る
﹁
大
事
業
承
継
時
代
﹂
を

　
変
革
と
創
造
の
好
機
と
捉
え
、

　﹁
事
業
承
継
の
加
速
化
﹂
で
価

　
値
あ
る
事
業
と
技
術
を
次
世
代

　
へ
承
継
し
、﹁
起
業
・
創
業
の

　
活
性
化
﹂
で
ビ
ジ
ネ
ス
全
体
の

　
新
陳
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謝
を
促
す
こ
と
、

　
取
引
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格
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適
正
化
と
と
も  

　
に
、
中
小
企
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の
生
産
性
向
上

　
を
大
企
業
が
積
極
的
に
支
援
す

　
る
﹁
大
企
業
と
中
小
企
業
の
新

　
し
い
共
存
共
栄
関
係
の
構
築
﹂

　
に
よ
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

　
全
体
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し

　
て
い
く
こ
と
、
を
わ
が
国
経
済

　
全
体
の
発
展
・
強
化
の
た
め
の

　
最
重
要
の
取
り
組
み
と
し
て
掲

　
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、﹁
地
域
の
活
性
化
﹂
で
は
、

各
地
域
が
そ
の
魅
力
を
活
か
し
、

他
地
域
と
も
連
携
し
て
所
得
向
上

に
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
域
横
断
で
の
広
域
連
携
を
軸
と

し
た
﹁
観
光
振
興
﹂
と
﹁
農
商
工

連
携
﹂
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、
地

域
の
独
自
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め
た

域
外
需
要
を
取
り
込
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光
振

興
や
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
支

え
、
こ
れ
を
加
速
化
す
る
ス
ト
ッ

ク
効
果
の
高
い
社
会
資
本
整
備

や
、
近
年
頻
発
す
る
大
規
模
自
然

災
害
に
耐
え
得
る
国
土
強
靭
化
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
政
府
に
対

し
て
積
極
的
な
働
き
掛
け
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
目
標
を
実
現
さ
せ
る

上
で
、
わ
れ
わ
れ
商
工
会
議
所
は

本
年
も
﹁
現
場
主
義
﹂
と
﹁
双
方

向
主
義
﹂
を
さ
ら
に
徹
底
し
、
現

場
の
声
を
、
各
種
の
規
制
・
制
度

改
革
、
持
続
可
能
な
全
世
代
型
社

会
保
障
制
度
の
構
築
、
中
小
企
業

対
策
等
を
実
現
す
る
政
策
提
言
に

活
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
商
工
会
議
所
の
強
み
は
、
全

国
５
１
５
商
工
会
議
所
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１
２
４

万
会
員
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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通
じ

て
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体
的
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識
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す
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図
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化
と
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を
遂
げ
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い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
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２
０
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Ｈ
Ｋ
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取
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TEL

常
議
員（
三
号
議
員
）

石

　
川

　
正

　
一

那覇市大道88-5
理事長
学校法人 石川学園

098-885-5311

TEL

常
議
員（
三
号
議
員
）

玉

　
城

　
義

　
昭

那覇市久茂地3-10-1
代表取締役会長

（株）沖縄銀行

098-867-2141

TEL

常
議
員（
三
号
議
員
）

平

　
良

　
朝

　
敬

那覇市前島3-25-1
代表取締役会長

（株）かりゆし

098-861-0381

TEL

常
議
員（
三
号
議
員
）

古
波
津

　
　
　
昇

那覇市壺川3-2-4 拓南ビル3F
代表取締役会長
拓南製鐵（株）

098-832-0588 TEL

常
議
員（
三
号
議
員
）

國

　
場

　
幸

　
伸

那覇市おもろまち1-3-12 ザ・テラスオフィス＆パーキング6F
代表取締役社長
ザ・テラスホテルズ（株）

098-864-1111 TEL

福

　
治

　
嗣

　
夫

098-868-3758
那覇市久米2-2-10
専務理事
那覇商工会議所

TEL

常
議
員（
三
号
議
員
）

早

　
瀬

　
京

　
鋳

浦添市城間1985-1
代表取締役社長
オリオンビール（株）

098-877-1133

TEL

常
議
員（
三
号
議
員
）

大

　
嶺

　
克

　
成

那覇市壺川2-11-11
代表取締役社長

（株）沖電工

098-835-9888

TEL

常
議
員（
三
号
議
員
）

末

　
吉

　
康

　
敏

南風原町兼城514-1
取締役会長
イオン琉球（株）

098-889-5464 TEL

会
頭（
三
号
議
員
）

石

　
嶺

　
伝
一
郎

浦添市牧港5-2-1
相談役
沖縄電力（株）

098-877-2341

TEL

副
会
頭（
三
号
議
員
）

上

　
間

　
　
　
優

那覇市久茂地1-12-1
取締役会長
大同火災海上保険（株）

098-867-1161TEL

副
会
頭（
三
号
議
員
）

山

　
城

　
博

　
美

那覇市西1-24-11
代表取締役会長
琉球海運（株）

098-868-8161

TEL

副
会
頭（
三
号
議
員
）

湯

　
淺

　
英

　
雄

那覇市松山1-2-1 沖縄セルラービル
代表取締役社長
沖縄セルラー電話（株）

098-869-1001 TEL

副
会
頭（
三
号
議
員
）

玉

　
城

　
徹

　
也

那覇市久茂地3-21-1
代表取締役社長

（株）國場組

098-863-3141
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員
）

山

　
城

　
博

　
美

那覇市西1-24-11
代表取締役会長
琉球海運（株）

098-868-8161

TEL

副
会
頭（
三
号
議
員
）

湯

　
淺

　
英

　
雄

那覇市松山1-2-1 沖縄セルラービル
代表取締役社長
沖縄セルラー電話（株）

098-869-1001 TEL

副
会
頭（
三
号
議
員
）

玉

　
城

　
徹

　
也

那覇市久茂地3-21-1
代表取締役社長

（株）國場組

098-863-3141
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TEL

二
号
議
員

澤

　
入

　
和

　
広

那覇市安謝628
代表取締役社長
沖縄サントリー（株）

098-868-2107 TEL

常
議
員（
三
号
議
員
）

金

　
城

　
棟

　
啓

那覇市久茂地1-11-1
代表取締役会長

（株）琉球銀行

098-866-1212

TEL

常
議
員（
二
号
議
員
）

山

　
盛

　
博

　
文

浦添市牧港2-54-2
代表取締役社長

（株）沖縄ダイケン

098-876-5133 TEL

二
号
議
員

仲

　
西

　
　
　
聰

浦添市勢理客4-18-5
代表取締役社長

（株）大城組

098-877-3625

TEL

二
号
議
員

平

　
良

　
　
　
健

那覇市金城1-12-17
代表取締役社長
沖縄ツーリスト（株）

098-996-4114 TEL

常
議
員（
二
号
議
員
）

仲

　
尾

　
　
　
理

浦添市牧港5-2-1
代表取締役社長

（株）沖縄エネテック

098-879-9031

TEL

常
議
員（
二
号
議
員
）

大

　
城

　
英

　
雄

那覇市久茂地3-21-1
代表取締役会長

（株）沖縄特電

098-862-4235 TEL

常
議
員（
二
号
議
員
）

宮

　
城

　
　
　
諝さ

と
し

那覇市西3-13-2
代表取締役会長
沖縄ガス（株）

098-863-7730TEL

二
号
議
員

喜
屋
武

　
　
　
裕

那覇市西3-8-21
理事長
一般財団法人 沖縄電気保安協会

098-861-1060 TEL

常
議
員（
二
号
議
員
）

名

　
幸

　
諄

　
子

那覇市壺川1-3-10
代表取締役社長

（株）沖縄学販

098-854-1620

TEL

常
議
員（
二
号
議
員
）

仲

　
地

　
正

　
和

那覇市松山1-2-1 沖縄セルラービル
代表取締役社長
沖縄通信ネットワーク（株）

098-866-7727 TEL

二
号
議
員

與

　
儀

　
盛

　
輝

那覇市安謝1-23-8
代表取締役社長

（株）オカノ

098-868-0293

TEL

常
議
員（
二
号
議
員
）

國

　
場

　
幸

　
也

那覇市おもろまち1-3-12 ザ・テラスオフィス＆パーキング1F
代表取締役会長 兼 社長
沖縄ゼロックス（株）

098-951-1770 TEL

常
議
員（
三
号
議
員
）

金

　
城

　
克

　
也

浦添市西洲2-2-3
代表取締役会長

（株）りゅうせき

098-875-5000

TEL

二
号
議
員

髙

　
𣘺𣘺𣘺𣘺

　
俊

　
夫

浦添市伊祖5-14-1
取締役会長
沖縄コカ・コーラボトリング（株）

098-877-5256 TEL

常
議
員（
三
号
議
員
）

比

　
嘉

　
正

　
輝

那覇市久茂地1-1-1
代表取締役会長

（株）リウボウインダストリー

098-867-1171
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TEL

二
号
議
員

新

　
垣

　
哲

　
雄

恩納村安富祖1079
理事
ティーアールエム（株）

098-861-6744 TEL

常
議
員（
二
号
議
員
）

池

　
宮

　
　
　
力

浦添市牧港4-11-3
代表取締役社長
沖縄プラント工業（株）

098-876-2535

TEL

二
号
議
員

花

　
城

　
清

　
一

那覇市おもろまち4-3-8
代表取締役社長
（株）鉢嶺本店

098-860-6777 TEL

二
号
議
員

北

　
谷

　
清

　
盛

那覇市宇栄原4-6-22
代表取締役社長
（株）北盛建設

098-858-4022

TEL

常
議
員（
二
号
議
員
）

真
栄
田

　
一

　
郎

那覇市壺川1-16-11
代表取締役
マエダ電気工事（株）

098-853-9091 TEL

常
議
員（
二
号
議
員
）

仲

　
原

　
　
　
泉

那覇市久茂地3-21-1 國場ビル10F
代表取締役
國和設備工業（株）

098-863-0100

TEL

二
号
議
員

比

　
嘉

　
盛

　
徳

那覇市安謝2-2-12
代表取締役会長
（株）マルゼン

098-863-6111 TEL

二
号
議
員

佐
久
本

　
　
　
学

那覇市首里崎山町1-35
代表取締役社長
瑞泉酒造（株）

098-884-1968TEL

二
号
議
員

根

　
本

　
有
二
郎

那覇市曙2-25-24
代表取締役社長
マルヰ産業（株）

098-861-1661 TEL

二
号
議
員

白

　
石

　
武

　
之

那覇市西1-19-1
代表取締役社長
（株）白石

098-867-4614

TEL

常
議
員（
二
号
議
員
）

前

　
里

　
健

　
一

西原町字東崎4-11
代表取締役会長
（株）まえさと

098-944-0102 TEL

二
号
議
員

銘

　
苅

　
　
　
進

浦添市伊奈武瀬1-9-2
取締役相談役
国際物産（株）

098-867-1187

TEL

常
議
員（
二
号
議
員
）

安

　
里

　
昌

　
利

那覇市鏡水150
代表取締役社長
那覇空港ビルディング（株）

098-840-1151 TEL

二
号
議
員

中

　
地

　
　
　
健

西原町字小那覇494-1
取締役副会長
金秀商事（株）

098-946-2830

TEL

常
議
員（
二
号
議
員
）

下

　
地

　
米

　
蔵

那覇市高良3-1-1
代表取締役会長
（株）大米建設

098-975-9090 TEL

常
議
員（
二
号
議
員
）

幸

　
地

　
　
　
均

那覇市曙2-8-18
代表取締役社長
沖縄ビル・メンテナンス（株）

098-862-2551
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TEL

一
号
議
員

富

　
永

　
　
　
進

　
嘉手納町屋良1022
代表取締役社長

（株）おきさん

098-956-2288 TEL

常
議
員（
二
号
議
員
）

張

　
本

　
ユ
リ
子

那覇市曙1-15-2
取締役会長

（株）萬裕商事

098-862-2829

TEL

常
議
員（
一
号
議
員
）

知

　
念

　
克

　
明

浦添市牧港4-11-3
代表取締役社長
沖電開発（株）

098-878-3966 TEL

一
号
議
員

大

　
谷

　
英

　
樹

那覇市久茂地2-8-1 JEI 那覇ビル5F
支社長
アクサ生命保険（株） 沖縄支社

098-862-5084

TEL

常
議
員（
一
号
議
員
）

照

　
屋

　
武

　
伸

那覇市古島1-15-10
代表取締役社長
沖電グローバルシステムズ（株）

098-885-9709 TEL

一
号
議
員

具
志
堅

　
興

　
一

浦添市牧港2-4-1
代表取締役

（有）浦添電材

098-879-3501

TEL

一
号
議
員

桑

　
江

　
　
　
登

北谷町桑江473-25
代表取締役社長
沖縄新エネ開発（株）

098-923-2212 TEL

一
号
議
員

岸

　
本

　
政

　
善

那覇市松山2-25-1
代表取締役

（株）エヌ・テック・システムズ

098-975-9005TEL

一
号
議
員

富

　
里

　
正

　
治

浦添市西洲2-6-4
代表取締役社長

（株）沖縄急送

098-873-0910 TEL

一
号
議
員

仲

　
田

　
憲

　
仁

那覇市泊1-11-9 2F
代表取締役
エールクリエイト（株）

098-860-2929

TEL

常
議
員（
一
号
議
員
）

古

　
堅

　
幹

　
也

浦添市牧港4-6-11
代表取締役会長
沖電企業（株）

098-876-0270 TEL

一
号
議
員

新

　
垣

　
旬

　
子

那覇市久米2-11-13
代表取締役社長

（株）新垣通商

098-861-3506

TEL

一
号
議
員

山

　
城

　
邦

　
夫

那覇市壺川2-11-11
代表取締役社長

（株）沖設備

098-835-9893 TEL

常
議
員（
二
号
議
員
）

國

　
場

　
幸

　
俊

恩納村前兼久1203
常勤監査役
ムーンホテルズアンドリゾーツ（株）

098-965-1020

TEL

一
号
議
員

糸

　
満

　
　
　
均

那覇市港町2-16-1
代表取締役社長

（株）OTK

098-862-0025 TEL

二
号
議
員

与
那
覇

　
正

　
俊

西原町字小那覇1215
代表取締役会長
丸正印刷（株）

098-835-8181
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098-975-9005TEL

一
号
議
員

富

　
里

　
正

　
治

浦添市西洲2-6-4
代表取締役社長

（株）沖縄急送

098-873-0910 TEL

一
号
議
員

仲

　
田

　
憲

　
仁

那覇市泊1-11-9 2F
代表取締役
エールクリエイト（株）

098-860-2929

TEL

常
議
員（
一
号
議
員
）

古

　
堅

　
幹

　
也

浦添市牧港4-6-11
代表取締役会長
沖電企業（株）

098-876-0270 TEL

一
号
議
員

新

　
垣

　
旬

　
子

那覇市久米2-11-13
代表取締役社長

（株）新垣通商

098-861-3506

TEL

一
号
議
員

山

　
城

　
邦

　
夫

那覇市壺川2-11-11
代表取締役社長

（株）沖設備

098-835-9893 TEL

常
議
員（
二
号
議
員
）

國

　
場

　
幸

　
俊

恩納村前兼久1203
常勤監査役
ムーンホテルズアンドリゾーツ（株）

098-965-1020

TEL

一
号
議
員

糸

　
満

　
　
　
均

那覇市港町2-16-1
代表取締役社長

（株）OTK

098-862-0025 TEL

二
号
議
員

与
那
覇

　
正

　
俊

西原町字小那覇1215
代表取締役会長
丸正印刷（株）

098-835-8181

15 14
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TEL

一
号
議
員

上

　
地

　
宏

　
和

浦添市勢理客3-9-11
代表取締役社長

（株）国際ビル産業

098-876-8111 TEL

一
号
議
員

喜
久
山

　
一

　
史

うるま市字州崎12-55
代表取締役社長
沖縄電機工業（株）

098-929-1255

TEL

一
号
議
員

座
間
味

　
　
　
勲

糸満市西崎町4-7
代表取締役会長

（株）ざまみダンボール

098-992-1717 TEL

監
事（
一
号
議
員
）

新

　
垣

　
淑

　
典

那覇市久米2-33-1
代表取締役社長
沖縄ビル管理（株）

098-861-8555

TEL

常
議
員（
一
号
議
員
）

渕

　
辺

　
美

　
紀

糸満市西崎町4-16-16
代表取締役会長

（株）ジェイシーシー

098-992-6259 TEL

常
議
員（
一
号
議
員
）

安

　
里

　
政

　
晃

那覇市首里石嶺町4-390
理事長
社会福祉法人 偕生会

098-886-2844

TEL

一
号
議
員

名

　
嘉

　
義

　
明

那覇市曙1-20-39
代表取締役社長

（株）総合葬祭那覇

098-951-2445 TEL

一
号
議
員

桃

　
原

　
敏

　
夫

那覇市前島3-16-9
会長
久米商船（株）

098-868-2686TEL

一
号
議
員

迫

　
　
　
幸

　
治

那覇市字天久905
代表取締役
全保連（株）

098-866-4901 TEL

一
号
議
員

桃

　
原

　
清
一
郎

読谷村伊良皆225
代表取締役

（株）がんじゅう

098-957-2929

TEL

一
号
議
員

新

　
垣

　
昌

　
人

那覇市久米2-11-13
専務取締役

（株）サンテック開発

098-863-9203 TEL

常
議
員（
一
号
議
員
）

神

　
村

　
絹

　
枝

浦添市港川2-23-6
代表取締役社長
沖縄ユアサ電池販売（株）

098-877-1355

TEL

一
号
議
員

原

　
田

　
繁

　
利

西原町字小那覇1241
代表取締役
國和建設（株）

098-944-5725 TEL

一
号
議
員

野

　
原

　
朝

　
昌

浦添市勢理客4-18-1
代表取締役社長
沖縄トヨタ自動車（株）

098-877-2521

TEL

一
号
議
員

友

　
寄

　
隆

　
文

那覇市上間344-1
代表取締役社長

（株）恵和興産

098-832-7000 TEL

一
号
議
員

竹

　
内

　
一

　
郎

那覇市通堂町1-1
代表取締役社長
沖縄製粉（株）

098-868-3141

17 16
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TEL

一
号
議
員

宮

　
城

　
哲

　
人

南風原町字津嘉山1697
代表取締役

（株）宮昌工業

098-889-2391 TEL

一
号
議
員

添

　
石

　
幸

　
伸

那覇市おもろまち4-12-9
所長
税理士法人 添石綜合会計事務所

098-867-4335

TEL

常
議
員（
一
号
議
員
）

中

　
村

　
秀

　
樹

浦添市西洲2-2-2
代表取締役社長
琉球セメント（株）

098-870-1080 TEL

一
号
議
員

比

　
嘉

　
幸

　
宏

那覇市若狭3-15-1
代表取締役社長

（株）那覇電工

098-850-2478

TEL

一
号
議
員

林

　
　
　
秀

　
寛

那覇市久茂地1-7-1 琉球リース総合ビル6F
代表取締役会長

（株）りゅうぎんディーシー

098-862-1525 TEL

一
号
議
員

清

　
川

　
勝

　
朗

那覇市松尾2-8-35
代表取締役
ポークたまごおにぎり本店（株）

098-866-0291

TEL

一
号
議
員

與
那
嶺

　
吉

　
也

那覇市識名1169
取締役会長

（株）みつわ産業

098-834-1414TEL

一
号
議
員

安

　
岡

　
靖

　
晃

浦添市西洲2-2-3
代表取締役社長

（株）りゅうせきライフサポート

098-876-1920 TEL

一
号
議
員

白

　
石

　
武

　
博

那覇市西1-19-1
代表取締役社長

（株）ホット沖縄総合研究所

098-860-6100

TEL

一
号
議
員

髙

　
良

　
幸

　
明

那覇市久茂地1-7-1
代表取締役社長

（株）琉球リース

098-866-5500 TEL

一
号
議
員

金

　
城

　
　
　
稔

那覇市大道78-7
代表取締役会長
光電気工事（株）

098-898-4111

TEL

一
号
議
員

与
世
田

　
兼

　
稔

那覇市泉崎2-21-3 2F
弁護士
弁護士法人与世田綜合法律事務所

098-855-8688 TEL

一
号
議
員

大

　
城

　
定

　
理

那覇市大道157 1F
代表取締役

（株）テイリ経営管理オフィス

098-917-2775

TEL

一
号
議
員

城

　
間

　
雅

　
啓

那覇市港町2-16-5
代表取締役社長

（株）みなと食品沖縄

098-865-3710 TEL

一
号
議
員

山

　
田

　
義

　
見

那覇市泉崎2-23-2
代表取締役社長

（株）創和ビジネス・マシンズ

098-855-5550
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ACTIVITY OF THE CHAMBER OF COMMERCE AND INDUSTRY
商工会議所の動き商工会議所の動き

　那覇商工会議所主催の「令和元年度スイーツフェア」を、令
和元年１２月１０日(火)から12日(木)の３日間にわたり、タイム
スビル１階エントランスで開催しました。
　オープニングセレモニーでは、石嶺伝一郎那覇商工会議所会
頭の主催者挨拶として、行政をはじめ、県民・市民、企業からの
日頃からのご支援・ご協力への感謝を述べると共に、那覇市の
更なる魅力の発掘と観光産業の活性化を図る継続したイベン
トとして定着させていきたいと述べ、その後、佐久本武(一社)那
覇市観光協会会長、仲宗根浩那覇市経済観光部副部長と共に
テープカットを行い開催となりました。
　今回で３回目となるスイーツフェアでは、会員事業所から１０
店舗が出店し、それぞれ自慢の絶品スイーツを３日間販売しま
した。毎日先着１００名様へのお菓子のプレゼントでは開始前
から行列ができるなど、３日間で延べ２，８００名の来場があり、
お目当てのスイーツを買い求める多くの来場者でにぎわい、商
品が完売する店舗も見受けられました。
　会場ではケーキをかたどった大きなバルーンが設置されるな
ど、多数のバルーンで華やかに装飾され、話題の店舗の見た目
にも可愛らしいスイーツと共に、笑顔で楽しむ来場者の姿が印
象的でした。
　出店者からは、「地元のスイーツを集めたイベントが少ないの
で、今後も継続して開催してほしい」と声があがるなど、好評の
うちに終了となりました。

令和元年度スイーツフェアを開催！！
～那覇の街のおいしいスイーツをめしあがれ～ 令和２年 経済団体合同新年宴会

　県内の経済 31 団体主催による合同新
年宴会を1月 6日（月）、沖縄ハーバー
ビューホテルで開催し、関係者約 750 名
が出席して新年を盛大に祝った。
　国歌斉唱の後、主催団体を代表して沖
縄県商工会議所連合会の石嶺伝一郎会
長（那覇商工会議所会頭）より「明けまし
ておめでとうございます。本日は、経済31
団体の合同新年宴会に、このように多く
の皆さまにお集まりいただき、誠にありがとうございま
す。皆さまにおかれましても、「令和」最初のお正月をご
家族とともに清々しい気持ちで迎えられたことと存じま
す。昨年は、首里城の火災という残念な出来事がござい
ましたが、首里城再建に向けてひたすら前に進むしかな
いと思っております。１日も早い再建に向けて皆で頑
張って参りましょう。経済界としましても、再建までの間
の誘客対策、首里城周辺店舗の経営支援など、好調な
県経済が失速しないよう、沖縄県、那覇市と連携して、
全力で支援して参りたいと考えております。
　さて、沖縄振興計画も余すところ 2 年となりました。
次の新しい振興計画は、県経済が持続的に発展できる
よう基盤整備に向けて大胆かつ先々を見据えたものに
ならないと考えております。かつてのシンガポール首相
リー・クアンユー氏は「島国の経済レベルは，その国の
空港や港湾のレベルを超えることはできない」と語って
おりました。沖縄県をみると、那覇空港に２本目の滑走
路ができました。それによって空港のポテンシャルは各
段に大きくなります。このことをベースに更なる機能強
化を図り、那覇空港を国際リゾートビジネス空港にして

いきたいと考えております。また港湾については、将来
那覇軍港が返還され、加えて西海岸地域が一体となっ
て整備拡張されると、那覇空港を含めたシーアンドエ
アーの一大拠点が出来上がります。そのことにより、臨
空臨港型産業群集積がされ、空港、港湾のレベルアップ
が島国である沖縄のレベルアップにも繋がっていくとい
うことでございます。そのためにも、次の振興計画は
先々を見据え、大胆に描いていく必要があり、そのため
には国、県、市町村そして経済界が一体となって取り組
むことが重要だと思いますので頑張って参りましょう。
　それでは結びに、「令和」という新しい時代がより良き
時代となり、沖縄県、そして経済界がこの一年、輝かし
い年であり、本日ここにお集まりの皆さま、そして皆さま
のご家族が幸多からんことを祈念申し上げまして、私の
挨拶とさせていただきます。」と挨拶した。
　続いて、玉城デニー沖縄県知事、城間幹子那覇市長、
吉住啓作沖縄総合事務局長から来賓祝辞を賜り、渕辺
美紀沖縄経済同友会代表幹事の乾杯で新年の門出を
祝った。
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令和元年 
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し
ま
し
た

　沖
縄
県
経
済
31
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催
に
よ
る
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元
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叙
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縄
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イ
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報
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祝
賀
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12
月
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（
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ナ
ハ
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に
て
開
催
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関
係
者
多
数
が
参
加

し
て
受
賞
を
祝
い
ま
し
た
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催
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を
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沖
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県
商

工
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所
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合
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嶺
伝
一
郎
会

長
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「
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
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対
し

ま
し
て
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集
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た
ち
全
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お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
く
存
じ
ま

す
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誠
に
お
め
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と
う
ご
ざ
い
ま
す
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げ
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ー
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揮
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撻
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願
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申
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げ
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長
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来
賓
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の
後
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受
賞
者
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て
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里
邦
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秋
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叙
勲
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旭
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双
光
章
受
章
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か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
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賀
会
で
は
、
金
城
克
也
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縄

県
経
営
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協
会
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長
の
乾
杯
で
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け
、
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受
賞
者
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囲
み
賑
や
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に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　栄
え
あ
る
受
賞
者
は
次
ペ
ー
ジ

に
掲
載
を
し
て
い
ま
す
。

栄えある受賞者の皆様

安里邦夫氏による受賞者代表謝辞叙勲・褒章展示コーナーの様子参加者で賑わう祝賀会の様子

 受賞式ご招待

春の叙勲秋の褒章

秋の叙勲

県功労者賞

沖縄タイムス賞  

琉球新報賞

財務省・国税庁納税表彰

春の褒章

令和元年 
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ACTIVITY OF THE CHAMBER OF COMMERCE AND INDUSTRY
商工会議所の動き商工会議所の動き

「商工フェアIN美ら島エアーフェスタ２０１９」を開催しました
　商工フェアIN美ら島エアフェスタが１２月７日（土）～１２月８
日（日）、那覇空港内の航空自衛隊基地内で開催されました。
　本イベントは、那覇商工会議所・豊見城市商工会・糸満市商工
会の共催で行われ、今年で４回目を迎えます。各地商工会議所・
商工会の会員事業所21社が出店し、各事業所の工夫が凝らさ
れた「逸品」が会場に揃いました。
　１２月７日（土）は雨と強風に見舞われ、冷え込みも強まる中で
のイベント開催となりましたが、翌日の8日（日）は天気も回復し、
多くの来場者で会場が賑わいました。
　航空自衛隊の協力で商工フェアの会場中央には大きなテーブ
ルが設けられ、参加者は航空ショーや食事などを楽しみました。

九州経済連合会・沖縄県経済団体会議
「沖縄連携フォーラム」を開催しました

　１２月１１日（水）、「地域の価値を高める ～既存企業と
ベンチャーとの新しい協業のかたち～」をテーマに九州経
済連合会（麻生 泰 会長）・沖縄県経済団体会議（議長 那
覇商工会議所 石嶺 伝一郎 会頭）の共催による「第１２回
沖縄連携フォーラム」を沖縄ハーバービューホテルにて開
催しました。
　麻生会長及び石嶺議長の主催者挨拶の後、（一社）日本
経済団体連合会 専務理事 根本 勝則 氏による基調講演、
トーマツベンチャーサポート（株）九州地区リーダー香月 稔 
氏、（株）バカン 代表取締役 河野 剛進 氏、（一社）Startup 
GoGo 代表理事 岸原 稔泰 氏が加わり、パネルディスカッ
ションと意見交換が行われました。
　パネルディスカッションでは、大企業がベンチャーと協業
する意義・シナジーや、協業を進めるために必要な地元企
業側の変化、ベンチャーとの協業推進に向けた具体策・展
望などの議論が展開されました。

　12月4日に審査会を開催しました。認定審査会では、
協議会会員企業で製造・販売されている観光土産品につ
いて審査を行い、試買審査会では、会員・非会員を問わず
観光土産品店で販売されている土産品を無作為に購入
し審査を行います。いずれも「観光土産品の表示に関する
公正競争規約」の規定に沿っているかどうか、また観光
土産品として適当であるかどうかを審査します。
　審査判定は、適正な表示で合格品と認める「合格Ａ」、
適正な表示とはなっていないが重大性はなく、軽微な形
式的不備があるが合格品として認める「合格Ｂ」、不適切
な表示となっている「不合格」に分けられます。
　結果については、認定審査会合格Ａ７点、合格Ｂ６点、
不合格４点となりました。

南風堂（株）　
紅芋パイ（大）・（小）

（株）あさひ
ピリ辛ミミガーチップミミスター

（株）あさひ
豆腐ようマイルド

（株）あさひ
琉球島豚あぐージャーキー

（株）ファッションキャンディ
紅いもケーキ おもろ

（株）ファッションキャンディ
ぱのフィナンシェ

認定審査会「合格Ａ」商品

麻生 泰 会長 石嶺 伝一郎 議長

パネルディスカッションの様子

※本フォーラムは、九州・沖縄両地域の経済人の交流・親睦と相互理
　解を図ることを目的に平成20年より開催されています。

観光土産品認定・試買審査会開催　
合格に１３品認定！
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年末調整・法定調書等講習会開催
　12月6日（金）に「年末調整・法定調書等講習会」を開催
しました。（参加者48名）
　とよみ税理士法人税理士の玉城智子氏より、年末調整
を行う理由や対象者、必要書類の確認や記入方法や基本
的な内容に加えて、令和２年度以降に適用される源泉徴
収事務改正事項の説明がありました。受講者からは「説明
がとてもわかりやすかった」「税制改正の内容を知ることが
できた」という声が多くありました。
　所得税の納付期限は1/10、納期の特例を受けている
場合は1/20、法定調書の提出期限は1/31となっており
ます。年末調整は大切な手続きです。那覇商工会議所ＨＰ
にも「年末調整について」関連の冊子や動画のリンクを掲
載しておりますので是非ご覧下さい。

ACTIVITY OF THE CHAMBER OF COMMERCE AND INDUSTRY
商工会議所の動き商工会議所の動き

アイデア創出実践セミナー ～IDEA SCHOOL～開催

「労務トラブルの事例と対策」セミナー開催

　12月９日（月）アイデア創出実践セミナーを開催しまし
た。講師は、トミーズクリエイション代表の日野富夫氏。
アイデア理論における「じぶんワーク」は、仕事やプライ
ベートに応用することができます。
　目標や課題を「じぶんゴト化」し、共通の定義やルール
を決めることがアイデア創出のための重要なポイントとな
るのです。
　実際のワークでは、具体的な行動の手段として欲求
カードを使って、楽しみながら「欲求から見える化する」こ
とに取り組みました。
　セミナー終了後、参加者からは「新しいアイデアの出し
方を学べたので、すぐに会社で実践したい。」との声があり
ました。

　12月11日（水）に「労務トラブルの事例と対策」セミナーを開催し
ました。本セミナーは経営安定特別相談事業の一環として実施して
おり、講師には社会保険労務士法人クローバーの比嘉正人氏（特
定社会保険労務士）を招き、15名の参加がありました。
　セミナーでは、県内で増加しているハラスメントや未払残業、労働
契約終了に関するトラブル事例の紹介や、労働基準監督署による監
査の現状についても説明されました。実際の判例も交えた解説があ
り、受講者は企業が備えるべきことについて、具体的に学んでいまし
た。また、働き方改革関連法の施行に関して、年次有給休暇の取得
義務や同一労働・同一賃金の実施についても述べられました。
　企業にとって、人手不足や働き方改革への対応等、労務環境の整
備が大きな経営課題となっているため、受講者はセミナー終了後、
講師へ個別に質問する等、情報収集に努めていました。

　昨年10月31日の火災で焼失した
首里城は、火災以降閉鎖されていた
首里城公園内の公開区域が、11月5
日から歓会門、久慶門、広福門、西の
アザナ、銭蔵まで拡大されました。ま
た、中止となっていたライトアップも
12月21日から再開されるなど、首里
城再建に向けた動きが一歩ずつ広が
り始めています。

　那覇商工会議所は、11月12日から首里城周辺事
業所を対象とした「特別相談窓口」を設置しまし
た。また、12月9日～11日まで首里公民館で相談会
を開催し、短期的な資金繰りから中長期的な経営
戦略の見直しなど、様々な相談に応じました。
　11月20日～29日の間、周辺事業所を対象に影
響調査（アンケート）を実施しました。首里城再建
には長い時間がかかることから、今後も３か月毎に
調査を実施し、経営状況等の変化に応じて適切に
対処してまいります。

　沖縄県民の心の拠り所であった首里城正殿が焼け落ちる映像は、大きな喪失感を残しました。特に城
下町であった那覇市民は大きな衝撃を受けました。
　地元である那覇商工会議所は、一日も早い再建に向け、会員の皆様からの支援（寄付）を受け付けて
おります。
　受付期間は、令和２年１月３１日までとなっておりますので、まだの方は、早めのご支援（寄付）を賜りま
すよう宜しくお願い申し上げます。

令和元年１１月１９日～令和２年１月３１日
口座振込
一口（5千円）以上、何口でも結構です
　　　　　　　　本店（普）１１１５２８９
　　　　　　　　本店（普）２５１４９０８
　　　　　　　　本店（普）０８８２８４７

【期　　間】
【方　　法】
【金　　額】
【振込口座】

【口座名義】

【備　　考】
※振込手数料はご負担願います。

開園区域が拡大され、奉神門前より正殿のあった御庭を見る事ができる。

当支援金（寄付）は、税控除（税制優遇）の対象となります。
金融機関振込時の利用明細書は大切に保管し、確定申告の際にご利用ください。

ナ ハ ショウコウカイギショ カイトウ イシミネ デンイチロウ

那覇商工会議所 会頭 石嶺 伝一郎

周辺事業所への支援

首里城再建に向けた支援（寄付）の協力依頼

琉 球 銀 行
沖 縄 銀 行
沖縄海邦銀行

●
●
●

首里城再建及び周辺事業所への支援首里城再建及び周辺事業所への支援
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ました。

　12月11日（水）に「労務トラブルの事例と対策」セミナーを開催し
ました。本セミナーは経営安定特別相談事業の一環として実施して
おり、講師には社会保険労務士法人クローバーの比嘉正人氏（特
定社会保険労務士）を招き、15名の参加がありました。
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【期　　間】
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※振込手数料はご負担願います。
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当支援金（寄付）は、税控除（税制優遇）の対象となります。
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ナ ハ ショウコウカイギショ カイトウ イシミネ デンイチロウ

那覇商工会議所 会頭 石嶺 伝一郎

周辺事業所への支援

首里城再建に向けた支援（寄付）の協力依頼

琉 球 銀 行
沖 縄 銀 行
沖縄海邦銀行

●
●
●

首里城再建及び周辺事業所への支援首里城再建及び周辺事業所への支援
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臨時総会でスピーチを行う比嘉会長

H A I S A I
那覇商工会議所青年部会報

1 2020年月号

第282号

スローガン 人・熱・風 ～信じる力～　 

第72回
　12月11日（水）に那覇セントラルホテルにて第72回臨時総会
と大望年会が開催されました。
　臨時総会では次年度の理事、監事選任議案があり、今回22
名の立候補者届けがある中、選挙管理委員会の運営にて全員
が投票により可決され、晴れて次年度の理事、監事役員が決ま
りました。
　その後の大望年会では担当委員会の組織交流委員会による
運営でゲームや大抽選会などを行い、第9回わったー那覇めし
グランプリ決定戦の決起大会も行われました。また、今年度卒
業のＳ48年生メンバーによる余興で会場は大いに盛り上がりま
した。
　年末の忙しい中、会員やOBの方達が一同に介し交流できた
事は素晴らしかったと思います。
　今回の臨時総会及び大望年会を企画運営した組織交流委員
会の皆様、お疲れ様でした。

NAHA CCI NEWS No.80035

臨時総会・大望年会

　令和元年12月19日にホテルモーリアクラシックで沖縄県商工会
議所 青年部連合会交流忘年会が行われました。
　併せて令和4年度に開催が決定している九州ブロック大会宮古
島大会の総決起大会も行われました。松川沖縄県商工会議所 青年
部連合会会長から宮古島大会に向けて皆で一丸となって取り組み
必ず成功させようと力強いお言葉を頂きました。
　忘年会では、各単会によるカラオケ&モノマネ選手権が行われ会
場はおおいに盛り上がりました。
　今回の忘年会と九州ブロック大会「宮古島大会」総決起大会を通
じ、県内のＹＥＧメンバーが交流を図りますます絆が強くなったと感
じました。
　また、来年に繋がる素晴らしい忘年会でした。 

　11月27日（水）に来年3月に開催が決定となった『第9回わったー那覇めしグラ
ンプリ決定戦』の告知と出店店舗募集のPRのため、沖縄タイムスと琉球新報を訪
問しました。
　比嘉会長から今回の那覇めしに対しての意気込みを伝えました。又、沖縄タイ
ムス、琉球新報の両紙の記者からは、今回の那覇めしに関して数多くの質問を頂
きました。
　ポスターとチケットも完成し、第9回わったー那覇めしグランプリに向けて前進
していきます。
　又、12月10日（火）には、那覇商工会議所2階ホールで第1回出店希望者説明
会が開催されました。午前の部と午後の部に別れ実施しました。
 今回の説明会では、午前の部8店舗、午後の部店舗10店舗、合計18店舗にご参
加頂きました。
　次回は、令和2年2月6日（木）に開催予定です。皆様のご参加お待ちしています。

マスコミ訪問の様子出店説明会の様子

沖縄県商工会議所 青年部
青年部連合会交流忘年会

わったー那覇めしグランプリ新聞社訪問・
第1回出店希望者説明会開催

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

那覇商工会議所青年部会報

NAHA CCI NEWS No.800 34

カラオケ大会の様子挨拶をする松川県連会長

記念撮影 忘年会の様子

令和 4 年度九州ブロック大会「宮古島大会」を PR する宮古島 YEG の皆さん
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会員企業紹介Q&A
最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉などがあれば教えてください。

営業部　係長 小橋川　智

今帰仁アグーの専門店です。今帰仁アグーのしゃぶしゃぶを中
心とした、アグー料理、沖縄料理、を提供しています。
今帰仁の『長堂屋 本家』、　那覇の『長堂屋 別邸』の２店舗を
展開しております。

きっかけは、もっと多種多様な業種の人とのつながりを広めた
いなと思い入会しました。

皆さんとても、フレンドリーで熱心で、とても刺激になります。
年間の行事を共に作り上げていくことでより仲を深めていくと
ころは、学生時代の部活動と同じような感じで、とても楽しく参
加させて頂いてます。

今帰仁アグーのしゃぶしゃぶ、一品料理を無添加、無化調のこ
だわりで提供しております。８月より、ランチ営業も始めより多
くの方々に来店してほしいなと思っています。個室、駐車場も完
備しておりますので、どうぞお気軽にご来店ください。

孔子の言葉で『己に欲せざる事、人に施すことなかれ』と、４字
熟語の『外柔内剛』外見とは裏腹に内に秘める強い思いを学生
の時から大切にしています。

（株）長堂屋ＧＲＯＵＰ

琉球セーフティー株式会社

〒900-0011　沖縄県那覇市上之屋
1丁目20番地9号 富士家オーシャンビル2階
TEL：098-941-0500(代表)

店舗情報

琉球セーフティー株式会社

店舗情報

沖縄県那覇市安里2-4-17 ライオンズマンション安里1F　

沖縄県国頭郡今帰仁村玉城710-1

TEL：098-917-0206

TEL：0980-56-4782

【営業時間】 17:00～23:30（定休日：日曜日）
　　　　 

【営業時間】 17:00～24:00（定休日：水曜日）
　　　　 

（株）長堂屋ＧＲＯＵＰ
【那覇別邸】

【今帰仁本家】

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉などがあれば教えてください。

最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇YEGに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

代表取締役　長堂　祐磨

全国 17 拠点を構える家賃保証のリーディングカンパニー日本セーフティー
株式会社のグループ会社として 2010 年に設立した当社は、沖縄に根差し
た保証会社として賃貸物件における家賃債務保証業を行っております。

弊社社長が卒業しその後任で入会。自身の弟も長く会員として頑張ってい
た為、いろいろ成長ができると話を聞き、自身のステップアップになるかと
思い入会しました。

たくさんの異業種の会員と共に活動する事にとても刺激をもらえ、
仕事では交流する機会が無い方々と出会える機会をありがたく思
います。

弊社社長が会員の時から、会員の方々には仕事の面でもたくさんお
世話になっております。
引続き、賃貸契約を行う際には是非、琉球セーフティーをよろしくお
願いします。

『give and take』　持ちつ持たれつの精神です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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（株）長堂屋ＧＲＯＵＰ
【那覇別邸】

【今帰仁本家】

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉などがあれば教えてください。

最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇YEGに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

代表取締役　長堂　祐磨

全国 17 拠点を構える家賃保証のリーディングカンパニー日本セーフティー
株式会社のグループ会社として 2010 年に設立した当社は、沖縄に根差し
た保証会社として賃貸物件における家賃債務保証業を行っております。

弊社社長が卒業しその後任で入会。自身の弟も長く会員として頑張ってい
た為、いろいろ成長ができると話を聞き、自身のステップアップになるかと
思い入会しました。

たくさんの異業種の会員と共に活動する事にとても刺激をもらえ、
仕事では交流する機会が無い方々と出会える機会をありがたく思
います。

弊社社長が会員の時から、会員の方々には仕事の面でもたくさんお
世話になっております。
引続き、賃貸契約を行う際には是非、琉球セーフティーをよろしくお
願いします。

『give and take』　持ちつ持たれつの精神です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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首
里
城
の
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ文

と
絵 

＝
ロ
ー
ゼ
ル
川
田

ラビリンスタウン
ATTRACTIVE LABYRINTH TOWN

魅力ある

首
里
城
内
外
で
は
人
々
の
動
き
が
忙
し
く

な
り
出
し
て
き
た
。今
年
１
７
１
０
年

は
徳
川
家
宣
将
軍
襲
職
を
祝
う「
慶
賀
使
」と
尚

益
王
の
琉
球
国
王
即
位
の「
謝
恩
使
」を
送
る
江

戸
上
り
の
年
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
前
年
の
１
７

０
９
年
に
首
里
城
は
３
度
目
の
火
災
に
遭
い
、

琉
球
国
は
意
気
消
沈
の
翌
年
で
も
あ
っ
た
。　  

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
江
戸
上
り
に
選
ば

れ
た
一
行
は
日
々
そ
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い

た
。慶
賀
使
は
正
使
の
美
里
王
子
を
筆
頭
に
、与

力
を
務
め
る
の
は
、の
ち
の
踊
り
奉
行
で
、組
踊

の
創
設
者
と
し
て
語
り
継
が
れ
る
玉
城
親
雲
上

朝
薫（
26
歳
）で
あ
る
。他
に
は
、優
れ
た
書
家
で

も
あ
っ
た
書
記
官
の
屋
富
祖
親
雲
上
仲
辰
（
23

歳
）も
そ
の
中
の
一
人
だ
っ
た
。謝
恩
使
は
豊
見

城
王
子
。今
年
は「
慶
賀
使
」と「
謝
恩
使
」が
重

な
り
、
江
戸
上
り
最
大
の
総
勢
１
６
８
人
に

上
っ
た
。７
月
２
日
、島
津
を
経
由
し
て
江
戸
ま

で
約
２
千
㌔
の
旅
の
始
ま
り
。首
里
城
を
出
発

し
松
風
そ
よ
ぐ
大
道
松
原
を
下
り
て
行
く
。

　
船
は
ト
カ
ラ
列
島
を
編
み
込
む
よ
う
に
薩
摩

の
山
川
港
へ
入
港
。薩
摩
藩
の
藩
主
島
津
吉
貴

一
行
と
合
流
し
、
薩
摩
の
関
船
に
乗
り
換
え
る

と
関
門
海
峡
か
ら
瀬
戸
内
海
へ
入
り
大
坂
へ
到

着
。伏
見
か
ら
は
行
列
の
旅
と
な
る
。学
童
子
や

路
次
楽
が
道
行
を
華
や
か
に
染
め
て
い
く
。江

戸
城
内
外
で
は
、宴
が
催
さ
れ
、そ
こ
は
数
々
の

儀
式
や
献
上
物
の
披
露
、
文
化
交
流
の
場
と
も

な
る
。そ
の
中
に
は
関
白
・
太
政
大
臣
で
博
学

多
才
の
近
衛
家
熙
の
姿
も
あ
っ
た
。朝
廷
一
の

書
家
で
あ
り
、詩
歌
、茶
、華
道
に
も
精
通
。玉
城

朝
薫
ら
も
諸
芸
能
を
披
露
。右
筆
（
書
記
官
）
の

屋
富
祖
仲
辰
も
近
衛
家
熙
太
政
大
臣
に
一
筆
献

上
し
た
と
こ
ろ
、
扇
子
を
下
賜
さ
れ
た
（
那
覇

市
歴
史
博
物
館
資
料
）。琉
球
で
は
書
記
官
ク

ラ
ス
で
も
文
筆
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
認
識

が
朝
廷
や
幕
府
内
に
広
ま
り
「
琉
球
国
之
誉
与

成
候
」
と
薩
摩
役
人
を
通
し
て
琉
球
王
府
に
報

告
さ
れ
た
。

　
過
日
、
10
月
31
日
の
丑
三
つ
時
、
秋
の
鎌
月

（
上
弦
）
の
深
夜
に
首
里
城
が
燃
え
上
が
っ
た
。

夜
空
を
焦
が
す
よ
う
に
火
柱
と
な
っ
て
焼
失

し
て
い
っ
た
。シ
ン
ボ
ル
と
し
て
も
親
し
ま
れ

た
城
が
焼
け
た
。あ
ま
り
に
も
突
然
の
出
来
事

に
悲
し
み
も
乾
燥
し
た
ま
ま
。せ
め
て
も
の
救

い
は
、
一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

　
令
和
元
年
初
の
「
首
里
城
祭
」
の
組
踊
３
０

０
周
年
記
念
式
典
も
予
定
さ
れ
て
い
た
。

　「
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ
」
を
想
起
す
る
。事
物
に

付
随
す
る
守
護
の
霊
「
ゲ
ニ
ウ
ス
」
は
場
所
と

土
地
。「
ロ
キ
」
は
地
霊
。ま
ず
、
沖
縄
と
い
う

「
場
所
と
地
霊
」
を
自
ら
掘
り
下
げ
て
思
い
を

深
め
る
言
語
で
あ
る
。建
築
物
を
は
じ
め
事
物

と
一
体
化
す
る
心
は
、
お
の
お
の
の
土
地
特
有

の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
部
の
精
神
か
ら
表
出

さ
れ
、
プ
ロ
セ
ス
や
シ
ス
テ
ム
を
包
括
す
る
の

だ
と
考
え
る
。そ
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
去
る

大
戦
の「
第
32
軍
司
令
部
壕
」が
あ
る
こ
と
も
。

　
琉
球
石
灰
岩
の
城
壁
は
垂
直
の
時
間
を
永

久
に
生
き
続
け
る
。島
々
の
石
灰
岩
も
水
脈
も

絶
え
る
こ
と
な
く
湧
き
出
流
。小
さ
な
地
平
線

と
広
大
な
水
平
線
を
見
つ
め
る
島
々
。イ
ノ
ー

の
澪
を
越
え
て
。

（
那
覇
商
工
会
議
所
元
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

聞得大君御殿雲龍黄金簪（模造復元品）

底部拡大

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

通信
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琉
球
王
国
文
化
遺
産
集
積
・
再
興
事
業

特
別
展

　
当
館
で
は
、
琉
球
王
国
文
化
遺
産

集
積
・
再
興
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
代
化
や
戦
災
に
よ
り
失
わ
れ
た
琉

球
王
国
時
代
の
文
化
遺
産
に
関
わ
る

学
術
的
知
見
や
科
学
分
析
等
の
情
報

を
集
積
し
、
現
代
最
高
水
準
の
手
わ

ざ
で
模
造
復
元（
再
興
）す
る
事
業
で

す
。模
造
復
元
す
る
文
化
財
は
、
絵

画
、木
彫
、石
彫
、漆
芸
、陶
芸
、染
織
、

金
工
、
三
線
の
８
分
野
65
件
に
及
び

ま
す
。

　
今
回
は
、
模
造
復
元
品
の
中
か
ら

１
点
ご
紹
介
し
ま
す
。聞
得
大
君
御

殿
雲
龍
黄
金
簪
で
す
。原
資
料（
復
元

対
象
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
）
は
琉

球
王
国
の
金
工
品
の
逸
品
と
し
て
県

指
定
有
形
文
化
財（
工
芸
品
）に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。16
〜
17
世
紀
に
製

作
さ
れ
た
と
さ
れ
、
琉
球
王
国
時
代

の
神
女
組
織
の
頂
点
に
立
つ
聞
得
大

君
が
使
用
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。丸
い
部
分
を
頭
、棒
状
の
部
分
を

柄
と
呼
び
ま
す
。頭
の
上
部
に
は
渦

巻
文
と
雲
文
、
側
面
と
底
部
に
は
龍

文
と
波
文
、
ま
た
柄
に
は
ね

じ
れ
と
魚
々
子
文
（
細
か
い

〇
の
連
続
）
が
非
常
に
細
か

く
表
現
さ
れ
て
い
る
の
が
特

徴
で
す
。模
造
復
元
品
は
平

成
28
年
度
か
ら
製
作
を
開
始

し
、
お
よ
そ
１
年
か
け
て
完

成
し
ま
し
た
。詳
し
い
研
究

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た

原
資
料
の
製
作
技
法
を
忠
実

に
再
現
し
、
0.4
㎜
の
銅
板
を

叩
き
出
し
、
水
銀
鍍
金
を
施
し
て
仕

上
げ
て
い
ま
す
。製
作
に
は
非
常
に

高
度
な
金
工
技
術
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
に
模
造
復
元
す
る
こ

と
で
、
琉
球
王
国
の
文
化
財
が
ど
の

よ
う
に
作
ら
れ
た
か
詳
し
く
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
模
造
復
元
さ
れ
た
文
化
財
お
よ
そ

40
件
は
、
2
0
2
0
年
２
月
４
日
よ

り
、博
物
館
に
て「
手
わ
ざ―

琉
球
王

国
の
文
化―

」
と
い
う
特
別
展
で
お

披
露
目
し
ま
す
。特
別
展
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
は
「
解
き
明
か
さ
れ
る
手

わ
ざ
。蘇
る
琉
球
の
美
」
で
す
。王
国

時
代
の
美
術
工
芸
品
の
研
究
は
、
壮

大
な
歴
史
ロ
マ
ン
を
め
ぐ
る
物
語
で

も
あ
り
ま
す
。こ
の
冬
、お
き
み
ゅ
ー

で
す
ば
ら
し
い
手
わ
ざ
の
世
界
を
、

覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
　
学
芸
員 

篠
原
あ
か
ね
）

り
ゅ
う
き
ゅ
う
お
う
こ
く  

ぶ
ん 

か    

い  

さ
ん  

し
ゅ
う
せ
き        

さ
い
こ
う  

じ  

ぎ
ょ
う

き
え
お
お
き
み 

う
ど
ぅ
ん

う
ん
り
ゅ
う
お
う
ご
ん
か
ん
ざ
し

り
ゅ
う
き
ゅ
う
お
う
こ
く
ぶ
ん
か
い
さ
ん

し
ゅ
う
せ
き  

さ
い
こ
う
じ
ぎ
ょ
う

き    

え   

お
お

き
み

カ
ブ

ソ
ー

う
ず

ま
き
も
ん

な   

な   

こ  

も
ん

す
い
ぎ
ん
と   

き
ん

解
き
明
か
さ
れ
る
手
わ
ざ
。  

蘇
る
琉
球
の
美

手
わ
ざ ―

琉
球
王
国
の
文
化―

【
２
０
２
０
年
２
月
開
催
】

1



NAHA CCI NEWS No.800

首
里
城
の
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ文

と
絵 

＝
ロ
ー
ゼ
ル
川
田

ラビリンスタウン
ATTRACTIVE LABYRINTH TOWN

魅力ある

首
里
城
内
外
で
は
人
々
の
動
き
が
忙
し
く

な
り
出
し
て
き
た
。今
年
１
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１
０
年

は
徳
川
家
宣
将
軍
襲
職
を
祝
う「
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賀
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」と
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益
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の
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国
王
即
位
の「
謝
恩
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る
江
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上
り
の
年
で
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る
。と
こ
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が
前
年
の
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０
９
年
に
首
里
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は
３
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目
の
火
災
に
遭
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、

琉
球
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は
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気
消
沈
の
翌
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で
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そ
の
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な
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下
で
、
江
戸
上
り
に
選
ば

れ
た
一
行
は
日
々
そ
の
準
備
に
追
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て
い

た
。慶
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使
は
正
使
の
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里
王
子
を
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頭
に
、与

力
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る
の
は
、の
ち
の
踊
り
奉
行
で
、組
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の
創
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者
と
し
て
語
り
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る
玉
城
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朝
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26
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）で
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る
。他
に
は
、優
れ
た
書
家
で

も
あ
っ
た
書
記
官
の
屋
富
祖
親
雲
上
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辰
（
23

歳
）も
そ
の
中
の
一
人
だ
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た
。謝
恩
使
は
豊
見

城
王
子
。今
年
は「
慶
賀
使
」と「
謝
恩
使
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り
、
江
戸
上
り
最
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の
総
勢
１
６
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人
に

上
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た
。７
月
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日
、島
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を
経
由
し
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江
戸
ま

で
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２
千
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旅
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始
ま
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里
城
を
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し
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そ
よ
ぐ
大
道
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を
下
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行
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の
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と
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内
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や
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の
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式
や
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物
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披
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、
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化
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の
場
と
も

な
る
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に
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関
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・
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で
博
学

多
才
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家
熙
の
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あ
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た
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廷
一
の

書
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で
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、茶
、華
道
に
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通
。玉
城

朝
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ら
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能
を
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記
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の

屋
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祖
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も
近
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家
熙
太
政
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臣
に
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献
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と
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、
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市
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史
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摩
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燃
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に
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と
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城
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た
。あ
ま
り
に
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の
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に
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み
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ま
ま
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の
救
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と
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て
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・
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る
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に
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す
る
守
護
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「
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ウ
ス
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と
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地
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キ
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、
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縄
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て
思
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で
あ
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地
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の
で
あ
り
、
そ
の
内
部
の
精
神
か
ら
表
出

さ
れ
、
プ
ロ
セ
ス
や
シ
ス
テ
ム
を
包
括
す
る
の

だ
と
考
え
る
。そ
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
去
る

大
戦
の「
第
32
軍
司
令
部
壕
」が
あ
る
こ
と
も
。

　
琉
球
石
灰
岩
の
城
壁
は
垂
直
の
時
間
を
永

久
に
生
き
続
け
る
。島
々
の
石
灰
岩
も
水
脈
も

絶
え
る
こ
と
な
く
湧
き
出
流
。小
さ
な
地
平
線

と
広
大
な
水
平
線
を
見
つ
め
る
島
々
。イ
ノ
ー

の
澪
を
越
え
て
。

（
那
覇
商
工
会
議
所
元
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

聞得大君御殿雲龍黄金簪（模造復元品）

底部拡大

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

通信
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琉
球
王
国
文
化
遺
産
集
積
・
再
興
事
業

特
別
展

　
当
館
で
は
、
琉
球
王
国
文
化
遺
産

集
積
・
再
興
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
代
化
や
戦
災
に
よ
り
失
わ
れ
た
琉

球
王
国
時
代
の
文
化
遺
産
に
関
わ
る

学
術
的
知
見
や
科
学
分
析
等
の
情
報

を
集
積
し
、
現
代
最
高
水
準
の
手
わ

ざ
で
模
造
復
元（
再
興
）す
る
事
業
で

す
。模
造
復
元
す
る
文
化
財
は
、
絵

画
、木
彫
、石
彫
、漆
芸
、陶
芸
、染
織
、

金
工
、
三
線
の
８
分
野
65
件
に
及
び

ま
す
。

　
今
回
は
、
模
造
復
元
品
の
中
か
ら

１
点
ご
紹
介
し
ま
す
。聞
得
大
君
御

殿
雲
龍
黄
金
簪
で
す
。原
資
料（
復
元

対
象
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
）
は
琉

球
王
国
の
金
工
品
の
逸
品
と
し
て
県

指
定
有
形
文
化
財（
工
芸
品
）に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。16
〜
17
世
紀
に
製

作
さ
れ
た
と
さ
れ
、
琉
球
王
国
時
代

の
神
女
組
織
の
頂
点
に
立
つ
聞
得
大

君
が
使
用
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。丸
い
部
分
を
頭
、棒
状
の
部
分
を

柄
と
呼
び
ま
す
。頭
の
上
部
に
は
渦

巻
文
と
雲
文
、
側
面
と
底
部
に
は
龍

文
と
波
文
、
ま
た
柄
に
は
ね

じ
れ
と
魚
々
子
文
（
細
か
い

〇
の
連
続
）
が
非
常
に
細
か

く
表
現
さ
れ
て
い
る
の
が
特

徴
で
す
。模
造
復
元
品
は
平

成
28
年
度
か
ら
製
作
を
開
始

し
、
お
よ
そ
１
年
か
け
て
完

成
し
ま
し
た
。詳
し
い
研
究

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た

原
資
料
の
製
作
技
法
を
忠
実

に
再
現
し
、
0.4
㎜
の
銅
板
を

叩
き
出
し
、
水
銀
鍍
金
を
施
し
て
仕

上
げ
て
い
ま
す
。製
作
に
は
非
常
に

高
度
な
金
工
技
術
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
に
模
造
復
元
す
る
こ

と
で
、
琉
球
王
国
の
文
化
財
が
ど
の

よ
う
に
作
ら
れ
た
か
詳
し
く
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
模
造
復
元
さ
れ
た
文
化
財
お
よ
そ

40
件
は
、
2
0
2
0
年
２
月
４
日
よ

り
、博
物
館
に
て「
手
わ
ざ―

琉
球
王

国
の
文
化―

」
と
い
う
特
別
展
で
お

披
露
目
し
ま
す
。特
別
展
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
は
「
解
き
明
か
さ
れ
る
手

わ
ざ
。蘇
る
琉
球
の
美
」
で
す
。王
国

時
代
の
美
術
工
芸
品
の
研
究
は
、
壮

大
な
歴
史
ロ
マ
ン
を
め
ぐ
る
物
語
で

も
あ
り
ま
す
。こ
の
冬
、お
き
み
ゅ
ー

で
す
ば
ら
し
い
手
わ
ざ
の
世
界
を
、

覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
　
学
芸
員 

篠
原
あ
か
ね
）

り
ゅ
う
き
ゅ
う
お
う
こ
く  

ぶ
ん 

か    

い  

さ
ん  

し
ゅ
う
せ
き        

さ
い
こ
う  

じ  

ぎ
ょ
う

き
え
お
お
き
み 

う
ど
ぅ
ん

う
ん
り
ゅ
う
お
う
ご
ん
か
ん
ざ
し

り
ゅ
う
き
ゅ
う
お
う
こ
く
ぶ
ん
か
い
さ
ん

し
ゅ
う
せ
き  

さ
い
こ
う
じ
ぎ
ょ
う

き    

え   

お
お

き
み

カ
ブ

ソ
ー

う
ず

ま
き
も
ん

な   

な   

こ  

も
ん

す
い
ぎ
ん
と   

き
ん

解
き
明
か
さ
れ
る
手
わ
ざ
。  

蘇
る
琉
球
の
美

手
わ
ざ ―

琉
球
王
国
の
文
化―

【
２
０
２
０
年
２
月
開
催
】

1
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Member announcement

「会員の窓」は、会員の皆様が扱っている
商品、サービスなどを無料で紹介する
コーナーです。
掲載ご希望の方は右記要項を確認の上、
当所担当までご連絡ください。

あなたの会社・
店舗商品・

サービスなどを
無料で

宣伝しませんか！？

掲 載 内 容 貴社の新製品や各種サービス、イベントの
告知等にご利用下さい。

下記のメールアドレスへご提出下さい。
E-mail : tyogi@nahacci.or.jp
※または郵送でも承ります。

掲載月については、申込み状況により調整
させて頂きますので、お問合わせ下さい。
毎月15日（翌月掲載）

①事業所名　②住所　③電話番号・FAX
④HPまたはE-mail
⑤紹介文

（１）見出し文字40字まで（サブタイトル含む）
（２）文章…200文字程度
（３）画像１枚…商品・各種サービス・店内・
　  外観など1枚ご提出下さい。

提 出 原 稿

提 出 方 法

原 稿 締 切

掲  載  月

那覇商工会議所
〒900-0033 那覇市久米2丁目2番地10号

TEL
098-868-3758与儀広報担当

企画業務部お問合せ先

Member announcement
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命
を
か
け
て
削
れ
！
モ
ン
ス
タ
ー
の
材
料
費

げ
ら
れ
る
か
ら
こ
の
へ
ん
に
し
て
お
こ
う
。お
い
ワ
シ
に

も
カ
レ
ー
を
出
し
て
く
れ
。」

戦
闘
員
A
　「
本
当
に
、原
価
計
算
は
よ
く
で
き
て
い
ま

す
ね
。は
い
。統
領
。」

統
　
　領
　「
ク
ク
ク
・
・
・
こ
の
カ
レ
ー
は
美
味
い

の
お
。ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
甘
味
が
あ
る
わ
い
。」

戦
闘
員
B
　「
昨
日
か
ら
、あ
り
っ
た
け
の
材
料
を
ぶ
ち

込
ん
で
コ
ト
コ
ト
煮
こ
み
ま
し
た
。」

統
　
　領
　「
モ
グ
モ
グ
・
・
・
材
料
が
溶
け
込
ん
で

よ
い
味
じ
ゃ
。」

戦
闘
員
C
　「
施
設
内
に
あ
っ
た
食
べ
ら
れ
そ
う
な
や
つ

は
全
部
入
れ
た
も
ん
な
。」

統
　
　領
　「
そ
う
じ
ゃ
、
お
前
た
ち
。10
月
は『
ハ
ロ
ウ

イ
ン
』の
時
期
じ
ゃ
か
ら
、
ジ
ャ
コ
ラ
ン
タ
ン（
パ
ン
プ
キ

ン
モ
ン
ス
タ
ー
）
の
出
荷
を
頼
ま
れ
て
お
る
。10
月
か
ら

作
業
に
か
か
る
か
ら
、
９
月
末
時
点
で
の
在
庫
の
カ
ボ

チ
ャ
の
数
を
数
え
て
お
け
よ
。」

戦
闘
員
A
　「
え
・
・
・
？
」

戦
闘
員
B
　「
パ
ン
プ
キ
ン
・
・
・
。」

戦
闘
員
C
　「
あ
〜
あ
。」

勘
の
よ
い
読
者
は
お
気
づ
き
の
と
お
り
、
カ
ボ
チ
ャ

は
カ
レ
ー
の
中
に
・
・
・
。原
価
計
算
の
用
語
で
い

え
ば
、
材
料
が
施
設
内
か
ら
無
く
な
って
し
ま
う

「
減
損
」の
発
生
で
あ
る
。

統
　
　領
　「
こ
の××

〜（
ピ
ー
ッ
）
！！
　
ち
〜
が
〜

う
〜
じ
ゃ
ろ
〜
っ
？！
　
違
う
じ
ゃ
ろ
ー
っ
！
！（
怒
）」

戦
闘
員
B
　「
わ
あ
〜
。パ
ワ
ハ
ラ
だ
ー
。」

戦
闘
員
C
　「
逃
げ
ろ
〜（
笑
）」

統
　
　領
　「
こ
れ
以
上
、
ワ
シ
の
心
を
傷
つ
け
る

な
っ
！（
ト
ホ
ホ
）」

棚
卸
計
算
法
の
欠
点
と
し
て
、
減
損
に
よ
る
紛
失

は
カ
ウ
ン
ト
で
き
な
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。ま
あ
、カ
ボ
チ
ャの
カ
レ
ー
美
味
し
か
っ
た
な
ら

良
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
？
ハッピ
ーハロ
ウィン
！

【
次
回
予
告
】

モ
ン
ス
タ
ー
の
製
造
に
必
要
な
の
は
材
料
費
だ
け

で
は
な
い
。モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
の
上
が
ら
な
い
作
業
ス

タ
ッフ
の
賃
金
や
い
か
に
？

次
回「
戦
闘
員
の
生
活
保
障
」お
楽
し
み
に
！

原
作
：
髙
見
啓
一（
鈴
鹿
大
学
講
師
）
　イ
ラ
ス
ト
：
高
木

第
６
話

全

　

 

話
21

【
あ
ら
す
じ
】

統
　
　領
　「
お
前
た
ち
！
材
料
構
成
が
分
か
っ
た
と

こ
ろ
で
、さ
っ
そ
く
今
月
の
材
料
費
を
計
算
す
る
ぞ
。」

戦
闘
員
A
　「
と
い
う
こ
と
は
、今
月
購
入
し
た
材
料

費
で
す
ね（
モ
グ
モ
グ
）。あ
、統
領
も
カ
レ
ー
食
べ
ま
す

か
？
私
た
ち
３
人
の
特
製
カ
レ
ー
で
す
。」

戦
闘
員
B
　「
材
料
費
の
計
算
な
ら
簡
単
っ
す
よ
（
パ

ク
パ
ク
）。は
い
、
今
月
の
レ
シ
ー
ト
っ
す
。こ
れ
で
Ｏ

Ｋ
っ
す
か
？
」

戦
闘
員
C
　「
出
た
！
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
レ
シ
ー
ト

（
ゲ
プ
ッ
）」

統
　
　領
　「
お
前
た
ち
な
あ
・・・
材
料
費
の
計
算
っ

て
の
は
そ
ん
な
に
単
純
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ぞ
。」

モ
ン
ス
タ
ー
製
造
工
場
は
お
昼
休
憩
の
時
間
で
あ

る
。食
堂
で
は
朝
ド
ラ
の
再
放
送
が
ま
っ
た
り
と

流
れ
る
中
、
統
領
だ
け
は
相
変
わ
ら
ず
鼻
息
が

荒
い
。

統
　
　領
　「
先
月
か
ら
在
庫
と
し
て
残
し
て
て
、
今

月
使
っ
た
材
料
は
ど
う
し
て
い
る
の
じ
ゃ
？
」

戦
闘
員
A
　「
そ
の
分
は
先
月
の
材
料
費
に
し
て
い
ま

す
が
？
」

戦
闘
員
B
　「
そ
れ
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん
す
か
？
」

統
　
　領
　「
お
前
ら
な
あ
〜
。い
ま
食
べ
て
お
る
カ

レ
ー
で
考
え
て
み
よ
。昨
日
買
っ
た
材
料
で
、今
日
カ

レ
ー
を
作
っ
て
食
べ
た
ら
、今
日
の
カ
レ
ー
の
材
料
費

は
０
円
か
？
」

戦
闘
員
C
　「
い
や
。今
日
の
材
料
費
だ
な
。」

統
　
　領
　「
そ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ「
買
っ
た
時
」で
は

な
く「
使
っ
た
時
」に
材
料
費
と
せ
ね
ば
正
し
い
計
算
が

ヒ
ー
ロ
ー
に
や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
の
悪
の
秘
密
結
社「
Z
A
I
M
」の
統
領
と
戦
闘
員
た
ち
。左
遷
先

の
R
P
G
の
世
界
で
は
、魔
王
軍
の「
モ
ン
ス
タ
ー
製
造
工
場
」を
任
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

で
き
ん
。先
月
末
か
ら
繰
り
越
し
て
今
月
使
っ
た
在
庫

は
今
月
の
材
料
費
と
せ
い
。」

戦
闘
員
A
　「
材
料
費
っ
て
そ
こ
ま
で
丁
寧
に
出
す
ん

で
す
ね
。と
い
う
こ
と
は
、今
月
余
っ
た
材
料
も
？
」

統
　
　領
　「
そ
う
。今
月
余
っ
て
、来
月
使
う
材
料
が

あ
る
場
合
、そ
れ
は
今
月
の
材
料
費
に
含
め
て
は
な
ら

ん
。」

戦
闘
員
B
　「
今
日
買
っ
た
カ
レ
ー
の
材
料
も
、明
日

料
理
す
る
な
ら
明
日
の
材
料
費
っ
て
こ
と
っ
す
ね
。」

せ
っ
か
く
の
カ
レ
ー
タ
イ
ム
に
う
る
さ
い
説
教
を

聞
か
さ
れ
て
、戦
闘
員
も
少
々
イ
ラ
つ
い
て
い
る
。

戦
闘
員
C
　「
え
〜・
・
・
て
か
面
倒
く
せ
え
な
。使

う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
材
料
費
に
し
ろ
だ
な
ん
て
、
製
造
現

場
で
い
ち
い
ち
数
え
て
ら
れ
ね
え
よ
。」

戦
闘
員
A
　「
た
し
か
に
、戦
闘
員
Ｃ
の
言
い
分
に
も
一

理
あ
り
ま
す
ね
。」

統
　
　領
　「
た
し
か
に「
継
続
記
録
法
」は
大
き
な
企

業
で
な
い
と
な
か
な
か
で
き
ん
な
。こ
こ
で
経
営
感
覚

が
出
る
ん
じ
ゃ
よ
。こ
の
B
O
X
図
を
見
よ
。」

戦
闘
員
A
　「
あ
！
な
る
ほ
ど
！
」

戦
闘
員
B
　「
？
？
？
」

戦
闘
員
C
　「
？
？
？
？
？
？
」

説
明
し
よ
う
。こ
の
図
は「
棚
卸
計
算
法
」と

い
う
方
法
で
あ
り
、「
購
入
記
録
（
買
っ
た

量
）」と「
在
庫
数
量（
余
っ
た
量
）」に
基
づ

い
て「
消
費
数
量（
使
っ
た
量
）」を
決
定
す

る
方
法
で
あ
る
。

戦
闘
員
B
　「
え
っ
と
・
・
・
８
月
末
の
在
庫

が
９
月
初
の
在
庫
に
、
９
月
末
の
在
庫
は
10
月

初
の
在
庫
に
な
る
か
ら
・
・
・
あ
！
す
げ
え
こ

の
図
。分
か
り
や
す
い
！
」

戦
闘
員
C
　「
９
月
初
の
在
庫
と
９
月
の
購
入

分
を
足
し
て
、９
月
末
の
使
わ
な
か
っ
た
在
庫
を

引
く
・
・
・
あ
、
こ
れ
で
９
月
中
に
使
っ
た
分

が
出
る
わ
け
だ
！
や
っ
と
わ
か
っ
た
！（
読
者
の

み
な
さ
ん
つ
い
て
き
て
る
？
）」

少
々
や
や
こ
し
い
論
点
を
こ
の
ネ
ッ
ト
小

説
で
解
説
で
き
て
、
統
領
も（
作
者
も
？
）

ご
満
悦
で
あ
る
。

統
　
　領
　「
ク
ッ
ク
ッ
ク
・
・
・
原
価
計
算

の
知
恵
は
素
晴
ら
し
い
じ
ゃ
ろ
。こ
れ
は
、
売
上

原
価
の
計
算
で
も
使
わ
れ
る
方
法
な
の
じ
ゃ

が
、
あ
ま
り
専
門
的
な
話
を
す
る
と
読
者
に
逃

,

離職率ゼロの社会福祉法人
『雲南ひまわり福祉会』

企業に学べ !

人を大切にする経営学会 会長　 坂 本  光 司
　1947年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸術大学教授、法政大学大学院政策創造研究科（地域づくり大学院）教
授、同静岡サテライトキャンパス長などを歴任。国や県、市町、商工会議所などの審議会・委員会の委員を多数兼務している。
著書に『日本でいちばん大切にしたい会社』（あさ出版）、『この会社はなぜ快進撃が続くのか』（かんき出版）など。

（さかもと・こうじ）

　出雲空港から車で30分ほどの島根県雲南
市に、「雲南ひまわり福祉会」という職員数46
人の社会福祉法人がある。主事業は障がい者
の就労や生活支援で、今から20年前の2000
年に、障がい者を家族に持つ人たちによって
設立された。
　この20年間、幾多の困難もあったが、役職
員一丸となって努力したかいがあって、人口約
３万6000人の小さなまちにある法人ながら、
今や県内でも中堅規模の法人に発展したば
かりか、その組織運営の考え方・進め方が、関
係者の間で高い評価を受けている。
　周知のように、福祉業界ではおよそ６割の
企業が、入職者の不足や職員の離職などによ
る深刻な人手不足にあえいでいるが、同法人
は、８年以上も離職率ゼロ。職員の採用およ
び離職に全く困っていない人気法人なのであ
る。
　同法人の事務局には、就職希望者から「働
かせていただきたいのですが、今、募集してい
ますか？」とか、「募集していなくても、そのとき
のために施設を見せていただくだけでもいい
ので、訪問させていただけませんか？」といっ
た電話や手紙が頻繁に来るという。
　そればかりか、学校やハローワークからも

「貴法人でぜひ働きたいという人が何人もい
ますが、今募集されていますか？　もし、募集
されていないのであれば、いつ頃なら採用計
画が分かりますか？」といった問い合わせも多

いという。
　先日も機会があって、同法人を訪問したと
き、対応していただいた常務理事や事務局長
から、心温まる話を伺った。それは、夏休みに
ボランティアで訪れた女子高校生の話である。
面談の際、「数ある職場の中で、なぜ、ひまわり
福祉会に来てくれたのですか？」と質問する
と、その女子高校生は「私の母は、ここで働い
ています。母は、いつも笑顔で仕事から帰って
きて、『私の職場は、こんなにいい所なの』と、
いつも私に話してくれるんです。よほどいい所
なんだろうなと思って、ボランティアとして働い
てみたいと思ったんです」と話したという。
　とはいえ、同法人は、もともと経営が優れて
いたわけではなかった。それどころか、設立後
の約10年間職場は荒れ果て、職員のモチベー
ションも極端に低く、当然のことながら、離職率
も10％をはるかに超えていたという。
　こうした状況の中、「このままではサービス
の向上どころか、つぶれてしまう」と危機意識
を募らせ、残った役職員が一丸となってＥＳ

（Employee Satisfaction＝従業員の満足）と
ＣＳ（Customer Satisfaction＝顧客の満足）
が両立する組織運営を目指し改革・改善に取
り組んでいったのである。
　紙面の都合で、その詳細な内容について述
べることはできないが、福祉業界だけではな
く、全ての企業のリーダーに知ってほしい企業
である。
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命
を
か
け
て
削
れ
！
モ
ン
ス
タ
ー
の
材
料
費

げ
ら
れ
る
か
ら
こ
の
へ
ん
に
し
て
お
こ
う
。お
い
ワ
シ
に

も
カ
レ
ー
を
出
し
て
く
れ
。」

戦
闘
員
A
　「
本
当
に
、原
価
計
算
は
よ
く
で
き
て
い
ま

す
ね
。は
い
。統
領
。」

統
　
　領
　「
ク
ク
ク
・
・
・
こ
の
カ
レ
ー
は
美
味
い

の
お
。ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
甘
味
が
あ
る
わ
い
。」

戦
闘
員
B
　「
昨
日
か
ら
、あ
り
っ
た
け
の
材
料
を
ぶ
ち

込
ん
で
コ
ト
コ
ト
煮
こ
み
ま
し
た
。」

統
　
　領
　「
モ
グ
モ
グ
・
・
・
材
料
が
溶
け
込
ん
で

よ
い
味
じ
ゃ
。」

戦
闘
員
C
　「
施
設
内
に
あ
っ
た
食
べ
ら
れ
そ
う
な
や
つ

は
全
部
入
れ
た
も
ん
な
。」

統
　
　領
　「
そ
う
じ
ゃ
、
お
前
た
ち
。10
月
は『
ハ
ロ
ウ

イ
ン
』の
時
期
じ
ゃ
か
ら
、
ジ
ャ
コ
ラ
ン
タ
ン（
パ
ン
プ
キ

ン
モ
ン
ス
タ
ー
）
の
出
荷
を
頼
ま
れ
て
お
る
。10
月
か
ら

作
業
に
か
か
る
か
ら
、
９
月
末
時
点
で
の
在
庫
の
カ
ボ

チ
ャ
の
数
を
数
え
て
お
け
よ
。」

戦
闘
員
A
　「
え
・
・
・
？
」

戦
闘
員
B
　「
パ
ン
プ
キ
ン
・
・
・
。」

戦
闘
員
C
　「
あ
〜
あ
。」

勘
の
よ
い
読
者
は
お
気
づ
き
の
と
お
り
、
カ
ボ
チ
ャ

は
カ
レ
ー
の
中
に
・
・
・
。原
価
計
算
の
用
語
で
い

え
ば
、
材
料
が
施
設
内
か
ら
無
く
な
って
し
ま
う

「
減
損
」の
発
生
で
あ
る
。

統
　
　領
　「
こ
の××

〜（
ピ
ー
ッ
）
！！
　
ち
〜
が
〜

う
〜
じ
ゃ
ろ
〜
っ
？！
　
違
う
じ
ゃ
ろ
ー
っ
！
！（
怒
）」

戦
闘
員
B
　「
わ
あ
〜
。パ
ワ
ハ
ラ
だ
ー
。」

戦
闘
員
C
　「
逃
げ
ろ
〜（
笑
）」

統
　
　領
　「
こ
れ
以
上
、
ワ
シ
の
心
を
傷
つ
け
る

な
っ
！（
ト
ホ
ホ
）」

棚
卸
計
算
法
の
欠
点
と
し
て
、
減
損
に
よ
る
紛
失

は
カ
ウ
ン
ト
で
き
な
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。ま
あ
、カ
ボ
チ
ャの
カ
レ
ー
美
味
し
か
っ
た
な
ら

良
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
？
ハッピ
ーハロ
ウィン
！

【
次
回
予
告
】

モ
ン
ス
タ
ー
の
製
造
に
必
要
な
の
は
材
料
費
だ
け

で
は
な
い
。モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
の
上
が
ら
な
い
作
業
ス

タ
ッフ
の
賃
金
や
い
か
に
？

次
回「
戦
闘
員
の
生
活
保
障
」お
楽
し
み
に
！

原
作
：
髙
見
啓
一（
鈴
鹿
大
学
講
師
）
　イ
ラ
ス
ト
：
高
木

第
６
話

全
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【
あ
ら
す
じ
】

統
　
　領
　「
お
前
た
ち
！
材
料
構
成
が
分
か
っ
た
と

こ
ろ
で
、さ
っ
そ
く
今
月
の
材
料
費
を
計
算
す
る
ぞ
。」

戦
闘
員
A
　「
と
い
う
こ
と
は
、今
月
購
入
し
た
材
料

費
で
す
ね（
モ
グ
モ
グ
）。あ
、統
領
も
カ
レ
ー
食
べ
ま
す

か
？
私
た
ち
３
人
の
特
製
カ
レ
ー
で
す
。」

戦
闘
員
B
　「
材
料
費
の
計
算
な
ら
簡
単
っ
す
よ
（
パ

ク
パ
ク
）。は
い
、
今
月
の
レ
シ
ー
ト
っ
す
。こ
れ
で
Ｏ

Ｋ
っ
す
か
？
」

戦
闘
員
C
　「
出
た
！
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
レ
シ
ー
ト

（
ゲ
プ
ッ
）」

統
　
　領
　「
お
前
た
ち
な
あ
・・・
材
料
費
の
計
算
っ

て
の
は
そ
ん
な
に
単
純
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ぞ
。」

モ
ン
ス
タ
ー
製
造
工
場
は
お
昼
休
憩
の
時
間
で
あ

る
。食
堂
で
は
朝
ド
ラ
の
再
放
送
が
ま
っ
た
り
と

流
れ
る
中
、
統
領
だ
け
は
相
変
わ
ら
ず
鼻
息
が

荒
い
。

統
　
　領
　「
先
月
か
ら
在
庫
と
し
て
残
し
て
て
、
今

月
使
っ
た
材
料
は
ど
う
し
て
い
る
の
じ
ゃ
？
」

戦
闘
員
A
　「
そ
の
分
は
先
月
の
材
料
費
に
し
て
い
ま

す
が
？
」

戦
闘
員
B
　「
そ
れ
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん
す
か
？
」

統
　
　領
　「
お
前
ら
な
あ
〜
。い
ま
食
べ
て
お
る
カ

レ
ー
で
考
え
て
み
よ
。昨
日
買
っ
た
材
料
で
、今
日
カ

レ
ー
を
作
っ
て
食
べ
た
ら
、今
日
の
カ
レ
ー
の
材
料
費

は
０
円
か
？
」

戦
闘
員
C
　「
い
や
。今
日
の
材
料
費
だ
な
。」

統
　
　領
　「
そ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ「
買
っ
た
時
」で
は

な
く「
使
っ
た
時
」に
材
料
費
と
せ
ね
ば
正
し
い
計
算
が

ヒ
ー
ロ
ー
に
や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
の
悪
の
秘
密
結
社「
Z
A
I
M
」の
統
領
と
戦
闘
員
た
ち
。左
遷
先

の
R
P
G
の
世
界
で
は
、魔
王
軍
の「
モ
ン
ス
タ
ー
製
造
工
場
」を
任
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

で
き
ん
。先
月
末
か
ら
繰
り
越
し
て
今
月
使
っ
た
在
庫

は
今
月
の
材
料
費
と
せ
い
。」

戦
闘
員
A
　「
材
料
費
っ
て
そ
こ
ま
で
丁
寧
に
出
す
ん

で
す
ね
。と
い
う
こ
と
は
、今
月
余
っ
た
材
料
も
？
」

統
　
　領
　「
そ
う
。今
月
余
っ
て
、来
月
使
う
材
料
が

あ
る
場
合
、そ
れ
は
今
月
の
材
料
費
に
含
め
て
は
な
ら

ん
。」

戦
闘
員
B
　「
今
日
買
っ
た
カ
レ
ー
の
材
料
も
、明
日

料
理
す
る
な
ら
明
日
の
材
料
費
っ
て
こ
と
っ
す
ね
。」

せ
っ
か
く
の
カ
レ
ー
タ
イ
ム
に
う
る
さ
い
説
教
を

聞
か
さ
れ
て
、戦
闘
員
も
少
々
イ
ラ
つ
い
て
い
る
。

戦
闘
員
C
　「
え
〜・
・
・
て
か
面
倒
く
せ
え
な
。使

う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
材
料
費
に
し
ろ
だ
な
ん
て
、
製
造
現

場
で
い
ち
い
ち
数
え
て
ら
れ
ね
え
よ
。」

戦
闘
員
A
　「
た
し
か
に
、戦
闘
員
Ｃ
の
言
い
分
に
も
一

理
あ
り
ま
す
ね
。」

統
　
　領
　「
た
し
か
に「
継
続
記
録
法
」は
大
き
な
企

業
で
な
い
と
な
か
な
か
で
き
ん
な
。こ
こ
で
経
営
感
覚

が
出
る
ん
じ
ゃ
よ
。こ
の
B
O
X
図
を
見
よ
。」

戦
闘
員
A
　「
あ
！
な
る
ほ
ど
！
」

戦
闘
員
B
　「
？
？
？
」

戦
闘
員
C
　「
？
？
？
？
？
？
」

説
明
し
よ
う
。こ
の
図
は「
棚
卸
計
算
法
」と

い
う
方
法
で
あ
り
、「
購
入
記
録
（
買
っ
た

量
）」と「
在
庫
数
量（
余
っ
た
量
）」に
基
づ

い
て「
消
費
数
量（
使
っ
た
量
）」を
決
定
す

る
方
法
で
あ
る
。

戦
闘
員
B
　「
え
っ
と
・
・
・
８
月
末
の
在
庫

が
９
月
初
の
在
庫
に
、
９
月
末
の
在
庫
は
10
月

初
の
在
庫
に
な
る
か
ら
・
・
・
あ
！
す
げ
え
こ

の
図
。分
か
り
や
す
い
！
」

戦
闘
員
C
　「
９
月
初
の
在
庫
と
９
月
の
購
入

分
を
足
し
て
、９
月
末
の
使
わ
な
か
っ
た
在
庫
を

引
く
・
・
・
あ
、
こ
れ
で
９
月
中
に
使
っ
た
分

が
出
る
わ
け
だ
！
や
っ
と
わ
か
っ
た
！（
読
者
の

み
な
さ
ん
つ
い
て
き
て
る
？
）」

少
々
や
や
こ
し
い
論
点
を
こ
の
ネ
ッ
ト
小

説
で
解
説
で
き
て
、
統
領
も（
作
者
も
？
）

ご
満
悦
で
あ
る
。

統
　
　領
　「
ク
ッ
ク
ッ
ク
・
・
・
原
価
計
算

の
知
恵
は
素
晴
ら
し
い
じ
ゃ
ろ
。こ
れ
は
、
売
上

原
価
の
計
算
で
も
使
わ
れ
る
方
法
な
の
じ
ゃ

が
、
あ
ま
り
専
門
的
な
話
を
す
る
と
読
者
に
逃

,

離職率ゼロの社会福祉法人
『雲南ひまわり福祉会』

企業に学べ !

人を大切にする経営学会 会長　 坂 本  光 司
　1947年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸術大学教授、法政大学大学院政策創造研究科（地域づくり大学院）教
授、同静岡サテライトキャンパス長などを歴任。国や県、市町、商工会議所などの審議会・委員会の委員を多数兼務している。
著書に『日本でいちばん大切にしたい会社』（あさ出版）、『この会社はなぜ快進撃が続くのか』（かんき出版）など。

（さかもと・こうじ）

　出雲空港から車で30分ほどの島根県雲南
市に、「雲南ひまわり福祉会」という職員数46
人の社会福祉法人がある。主事業は障がい者
の就労や生活支援で、今から20年前の2000
年に、障がい者を家族に持つ人たちによって
設立された。
　この20年間、幾多の困難もあったが、役職
員一丸となって努力したかいがあって、人口約
３万6000人の小さなまちにある法人ながら、
今や県内でも中堅規模の法人に発展したば
かりか、その組織運営の考え方・進め方が、関
係者の間で高い評価を受けている。
　周知のように、福祉業界ではおよそ６割の
企業が、入職者の不足や職員の離職などによ
る深刻な人手不足にあえいでいるが、同法人
は、８年以上も離職率ゼロ。職員の採用およ
び離職に全く困っていない人気法人なのであ
る。
　同法人の事務局には、就職希望者から「働
かせていただきたいのですが、今、募集してい
ますか？」とか、「募集していなくても、そのとき
のために施設を見せていただくだけでもいい
ので、訪問させていただけませんか？」といっ
た電話や手紙が頻繁に来るという。
　そればかりか、学校やハローワークからも

「貴法人でぜひ働きたいという人が何人もい
ますが、今募集されていますか？　もし、募集
されていないのであれば、いつ頃なら採用計
画が分かりますか？」といった問い合わせも多

いという。
　先日も機会があって、同法人を訪問したと
き、対応していただいた常務理事や事務局長
から、心温まる話を伺った。それは、夏休みに
ボランティアで訪れた女子高校生の話である。
面談の際、「数ある職場の中で、なぜ、ひまわり
福祉会に来てくれたのですか？」と質問する
と、その女子高校生は「私の母は、ここで働い
ています。母は、いつも笑顔で仕事から帰って
きて、『私の職場は、こんなにいい所なの』と、
いつも私に話してくれるんです。よほどいい所
なんだろうなと思って、ボランティアとして働い
てみたいと思ったんです」と話したという。
　とはいえ、同法人は、もともと経営が優れて
いたわけではなかった。それどころか、設立後
の約10年間職場は荒れ果て、職員のモチベー
ションも極端に低く、当然のことながら、離職率
も10％をはるかに超えていたという。
　こうした状況の中、「このままではサービス
の向上どころか、つぶれてしまう」と危機意識
を募らせ、残った役職員が一丸となってＥＳ

（Employee Satisfaction＝従業員の満足）と
ＣＳ（Customer Satisfaction＝顧客の満足）
が両立する組織運営を目指し改革・改善に取
り組んでいったのである。
　紙面の都合で、その詳細な内容について述
べることはできないが、福祉業界だけではな
く、全ての企業のリーダーに知ってほしい企業
である。
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　近年、日本企業の間で「コラボレーション
（collaboration）」がブームである。
　もともとコラボレーション（以下、コラボ）とは、共に働
く、協力するという意味の言葉だ。従来は音楽や映画、
芸術などの分野で流行していたが、このところ、わが国
では企業間のコラボがブームになっている。
　例えば、「ビックカメラ」と「ユニクロ」という「勝ち組企
業」同士のコラボである「ビックロ」が有名だ。「ソフトバ
ンク」と「サントリー」のＢＯＳＳコーヒーがコラボした
コマーシャルも大きな話題になった。
　確かに企業間のコラボには、以下のようなメリットが
ある。
　第一に、新規顧客の開拓が可能になる。コラボは、お
互いの企業の固定客・ファンを相互に融通・紹介し
合う効果を持つからである。少子高齢化の進展を受け
国内市場が飽和状態に近づきつつある中で、新規顧客
を獲得できることは、企業にとって「干天の慈雨」ともい
える。
　第二に、話題性があるので宣伝効果が期待できる。
各種メディアが、意外な企業同士のコラボを面白がっ
て報道するからである。
　第三に、コスト面からもコラボは魅力的だ。例えば、
コラボした店舗の運営を合理化できれば、人件費や家
賃などの間接費用を節約することが可能になるからで
ある。
　こう考えると、コラボは一見いいことずくめのように感
じられる。
　しかしながら、企業間のコラボには大きな落とし穴
がある。
　筆者は、長い目で見て成功する企業間のコラボに
は、以下の二つの条件が備わっていると考えている。
　第一に、コラボに「必然性」が感じられることが重要
だ。基本的に隣接した分野同士のコラボ̶̶具体的に

は、生活シーンの中で自然に結合するような分野同士
のコラボが典型例である。
　例えば、ＳＡＲＡという美容室は、カフェやスイーツ
とのコラボで一定の成果を上げている。髪を切りなが
らおいしいスイーツを楽しむのは極めて自然なこと
だ。まさに多くの消費者が望んでいることだろう。
　ただ、消費者に「必然性」を感じてもらうには、必ずし
も隣接した分野同士のコラボである必要はない。例え
ば、両社の「企業理念」や「目標とする社会像」が同一
である場合でも十分な「必然性」が感じられる。要する
に、最近の消費者は目が肥えているので、そのコラボ
が単なる話題づくりを狙った安易なコラボなのか、そ
れとも必然性のあるコラボなのかを、瞬時に見極めて
しまうのである。
　第二に、より重要な着眼点として、消費者に対して新
たな「付加価値」を生み出すことがポイントとなる。現
在、世の中にないものを共同で開発するという姿勢が
重要だ。
　代表的な成功例は、２００３年に「ユニクロ」と「東
レ」がコラボして発売した「ヒートテック」である。東レ
の高機能素材に関する技術力と、ユニクロが強みを持
つデザイン力・販売力が結合することで、「ヒートテッ
ク」は爆発的なヒット商品となった。「ヒートテック」が
「機能性」という消費者に対する新たな付加価値を生
んだことは、間違いなく高く評価できよう。
　筆者は、近年の企業のコラボ・ブームは大きな転
換点に差し掛かっていると考える。お互いのファンを
融通し合うことや、意外なコラボで話題性を高めると
いった効果は、あくまで一過性のものにすぎない。今
後は、中身をよく吟味した上で、消費者に対して新たな
「付加価値」を提供できる、「必然性」を兼ね備えたコラ
ボが求められることになるだろう。　　　　　　

（11月22日執筆）

　1966年生まれ。89年東京大学法学部卒業。93年東京大学大学院法学政治学研究科修士課程修了。2016年ハーバー
ド大学経営大学院AMP（上級マネジメントプログラム）修了。日本興業銀行調査部などを経て、07年大和総研入社。14
年同社・執行役員。17年同社・常務執行役員。18年より現職。財務省、総務省、内閣官房、内閣府、参議院などの公職を
歴任。18年より経済同友会幹事。11年より株式会社財界研究所「財界賞・経営者賞」選考委員会選考委員。テレビ東京
「ワールドビジネスサテライト」レギュラーコメンテーターとしても活躍中。

株式会社大和総研 常務取締役調査本部副本部長チーフエコノミスト
　

熊 谷 亮 丸

企業間の
をどう考えるか？

（くまがい・みつまる）

　大阪府生まれ、消費生活アドバイザー12期。近畿大学農学部食品栄養学科、慶應義塾大学法学部法律学科卒業。
ライオン株式会社の研究開発本部および品質保証部を経て、現在に至る。医薬品、食品、医療分野の品質保証、食
品安全に関する研究とマネジメントシステム認証審査業務に携わっている。

公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・
相談員協会(通称ＮＡＣＳ)  消費生活研究所所長 戸 部 依 子（とべ・よりこ）

時代を読み解く

『コラボレーション』『コラボレーション』

　経営者から「全社一丸となって」という言葉
をよく耳にします。活気のある、風通しの良い
会社を目指しておられる意気込みを感じます。
　さて、そんな経営者の言葉を伺った後に、そ
の会社の実際の仕事の現場を拝見すると、
「皆さん一丸となって同じ目標に向かってお仕
事されているな」と感じることもあれば、「先ほ
どの経営者の言葉はどこに？」と思う場面に遭
遇することもあります。
　本当に全社一丸となって同じ方向を向い
て、目標達成に向けて効果的な活動ができて
いると感じるときは、５Ｓ（整理・整頓・清潔・
清掃・習慣化）ができているときです。これは、
職場環境に求められている当たり前のことの
ように思われますが、実は一人一人が、これら
の目的や意味をきちんと理解していなけれ
ば、維持できません。
　以前、工場などの現場で整理・整頓ができ
ておらず、原材料や設備保全のための工具な
どが乱雑に置かれていたときには、労働安全
や顧客の視点で、「お客さまに、この状態を見
ていただけるか、よく考えましょう」とお話する
ことがありましたが、最近は見た目の問題では
なく、もっと根が深いのではないかと感じるこ
とがあります。
　「整理・整頓」とは、「必要なところに必要な
ものがきちんとある状態」のことです。風通し

が良く、情報がきちんと伝わる組織では「どこ
に何があるのか」をみんなが知っているので、
無駄なことが起こりません。たとえ散らかって
いても、何をどこに片付ければいいのかが分
かります。自分が分からないときは、近くにい
る人に聞けば分かります。これは、コミュニ
ケーションに通じるだけでなく、コンプライア
ンスにも通じます。
　デスクワークも同じです。社内の書類がパソ
コンの中の１カ所にまとめて保管されていな
いと、すぐには探し出せません。みんなが勝手
にファイルを作成して、同じような書類が複数
できてしまっていたり、誰かがやっていると
思っていたら、実際には誰もやっていなかった
り、ということも起こり得ます。
　これから扱う情報が大幅に増えてくると予
測される場合も、職場のみんなから意見を聞
いて、あらかじめ決めた対応を事前に行うこと
ができれば、良い状態は維持されます。この対
応は、責任と権限が明確になっていることの
表れでもあります。マネジメントが常に適切に
保たれているということです。
　全社一丸となるためには５Ｓが求められま
す。実はこれが消費者につながっているので
す。「顧客の満足」と「従業員の満足」のため
に、それぞれの現場で同じ目的に向かって取
り組めているでしょうか？　
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① 経営者講演会セミナーのご案内
② 確定申告個別相談会のご案内
③ 金融個別相談会のご案内
④ 事業承継、創業後の経営にお悩みの方へのご案内
⑤ 新春公演会のご案内
⑥ 金融部会セミナーのご案内
　 （世界・日本・沖縄の経済の現状と課題）
⑦ 企業PR便のご案内

⑧ 働き方改革相談会のご案内
⑨ 企業広告募集のご案内
⑩ 地方の美味集結！沖縄×東京商談会のご案内
⑪ 事業の継続・発展プランの作成セミナーのご案内
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⑬ 社長向けセミナーのご案内（DVDプレゼント）
⑭ 那覇空港シンポジウムのご案内
⑮ 情報処理技術者試験・情報処理安全確保試験のご案内
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